
 

 

 

 

 

第２次守山市食育推進計画 

最終評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 

守山市  



 

 

＜目次＞ 

第１章 この報告書の考え方について 1 

１ 「第２次守山市食育推進計画」の策定趣旨と経過 ....................... 1 

(1) 策定趣旨 ........................................................ 1 

(2) 中間評価の概要 .................................................. 1 

２ 最終評価の目的と方法 ............................................... 1 

(1) 目的 ............................................................ 1 

(2) 方法 ............................................................ 1 

(3) 体制 ............................................................ 3 

 

第２章 最終評価の結果 4 

１ 重点テーマごとの評価 ............................................... 4 

(1) 男性・若者層へのアプローチ ...................................... 4 

(2) 和食の推進 ...................................................... 8 

(3) 生活習慣病の発症予防 ........................................... 10 

２ 基本目標ごとの達成状況の評価 ....................................... 12 

(1) 食べることの大切さを学ぶ ....................................... 12 

(2) 健康的な食生活を実践する ....................................... 17 

(3) 家庭や地域で食文化を語り継ぐ ................................... 25 

(4) 安全・安心な食を選択する ....................................... 29 

 

第３章 総括と今後の方針 34 

１ 最終評価を踏まえた方針 ............................................ 34 

(1) 食べることの大切さを学ぶ ....................................... 34 

(2) 健康的な食生活を実践する ....................................... 35 

(3) 家庭や地域で食文化を語り継ぐ ................................... 36 

(4) 安全・安心な食を選択する ....................................... 37 

２ 後継計画の策定の考え方（概念図） .................................. 38 

 

参考 行政の取組 詳細 39 

(1) 食べることの大切さを学ぶ ....................................... 39 

(2) 健康的な食生活を実践する ....................................... 45 

(3) 家庭や地域で食文化を語り継ぐ ................................... 69 

(4) 安全・安心な食を選択する ....................................... 74 

 



1 

 

第１章 この報告書の考え方について 

１ 「第２次守山市食育推進計画」の策定趣旨と経過 

(1) 策定趣旨 

本市では、市の健康づくり計画である「第２次健康もりやま２１」において、

「健康の基礎は食事から、食生活に関心を持ち、楽しく健康的な食生活を確立し

よう」をみんなでめざす重点目標に掲げて、「栄養・食生活」分野の取組を進めて

います。「第２次守山市食育推進計画」は食育基本法に基づく計画であり、「第２

次健康もりやま２１」に関連する「食」に特化した計画として平成 28 年３月に策

定したものであり、「～食べて学んで育もう みんなの食育の「わ」～」を基本理

念としてその推進を図ってきました。 

 

(2) 中間評価の概要 

「第２次守山市食育推進計画」の計画期間前半での進捗を確認し、計画の内容

を現状に即したものとなるよう見直すとともに、それぞれの取組を引き続き推進

していくため、令和２年３月に「第２次守山市食育推進計画中間評価」を取りま

とめました。 

基本目標・重点テーマに基づく数多くの取組が継続的に実施されており、これ

らを積み重ねることが「食を営む力」を高めることにつながることから、関係課・

関係機関において継続して取組を進めていくこととしています。 

 

２ 最終評価の目的と方法 

(1) 目的 

最終評価では、中間評価を踏まえつつ、主として計画期間後半の進捗・達成を

評価することで、後継となる計画策定に向け、課題と基本的な方針を得る目的で

実施したものです。 

 

(2) 方法 

計画した目標値に対する現状値の評価、重点的な取組、基本目標ごとの取組の

評価を行うとともに、関連する主要統計の分析、最終評価に合わせて実施した市

民意識調査結果の分析や庁内ヒアリングを踏まえることで、後継となる計画の課

題と方針を整理しました。 

 

ア 目標値に対する現状値の評価 

評価方法、基準は「健康日本 21（第二次）最終評価報告書（厚生科学審議会 

健康日本 21（第二次）推進専門委員会）」に準じて、次のＡ～Ｅの５段階で評

価します。 
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なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、直近の国民健康・栄

養調査等が中止されたことなど、入手できる直近値が令和元（2019）年値であ

る指標が多いことから、国では、令和元（2019）年までの数値で評価していま

す。 

本市では、令和２年３月に中間評価を実施していることから、令和３（2021）

年値での評価を基本としますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響

を受けていると推察されるものについては令和元年値も考慮します。 

 

イ 重点的な取組と基本目標ごとの取組の評価 

評価シートを用いて「取組の自己評価」「主な成果」「課題／今後の方針」を

把握するとともに、ヒアリング調査を行いました。 
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(3) 体制 

「第２次健康もりやま２１」の進捗管理を行っている庁内関係部署で構成す

る「守山市健康づくり庁内推進会議」および学識経験者、関係機関・団体等な

どの健康づくりに関連した分野の代表で構成する「守山市健康づくり推進協議

会」で諮り、最終評価のとりまとめを行いました。 

 

 

  

【歯科部会】 

守山市生涯歯科保健推進協議会 

（分野別行動計画の推進） 

【自殺部会】 

守山市自殺対策連絡協議会 

（分野別行動計画の推進） 

連携 

守山市健康づくり推進協議会 

 
（健康づくり全体の推進） 

第２次守山市食育推進計画 

 ～食べて学んで育もう 
みんなの食育の「わ」～  

 

守山市自殺対策計画 

 ～心の健康づくりの「わ」でふれあい・

気づき・つながる・いのちのプラン～  

 

守山市生涯歯科保健計画 

 ～健口づくりの「わ」で、 

生涯健幸に、こころ豊かに～ 

 

第２次健康もりやま２１ 

 ～生涯を通した健康づくりの「わ」 
で輝く人づくり、地域づくり～  

 
健 康 ９ 分野  （ 関 連 計画 ）  

①生活習慣病 

②栄養・食生活 

③身体活動・運動 

④たばこ 

⑤アルコール 

⑥歯と口腔の健康 

⑦健康診査 

⑧休養・心の健康 

⑨いきがい・ふれあい 

データヘルス計画※１ 

食育推進計画 

スポーツ振興計画 

- 

- 

歯科保健計画 

データヘルス計画※１ 

自殺対策計画 

いきいきプラン※２ 

 

連携 

※１ 守山市国民健康保険保健事業実施計画 

※２  守山市高齢者福祉計画、守山市介護保険事業計画 
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第１章 最終評価の結果 

１ 重点テーマごとの評価 

計画に掲げた３つの重点的なテーマにおける取組についての評価は、以下のとおり

です。 

(1) 男性・若年層へのアプローチ 

目標： 自らの食事管理や、次世代への食育教育に大きな課題を抱える世代へ積

極的にアプローチする。 

（関連計画） 第２次健康もりやま２１（栄養・食生活） 

第２次守山市食育推進計画 

●目標値と実績値 

 当初実績値 

（H26） 

直近値 

（R３） 

目標値 

(R４) 

食育に関心のある人の割合 

（健康もりやま２１市民 

アンケート調査） 

71.8％ 80.5％ 90.0％ 

 

〔性・年齢別比較〕 

 男性 女性 

 当初実績値 

（H26） 

直近値 

（R３） 

当初実績値 

（H26） 

直近値 

（R３） 

15～19 歳 66.7％ 47.4％ 0.0％ 69.2％ 

20～29 歳 69.2％ 83.3％ 75.0％ 80.6％ 

30～39 歳 66.7％ 76.9％ 88.9％ 83.3％ 

40～49 歳 50.0％ 66.7％ 85.7％ 86.9％ 

50～59 歳 56.5％ 64.8％ 84.0％ 83.3％ 

60～69 歳 64.9％ 83.3％ 75.7％ 90.0％ 

70 歳以上 66.0％ 83.3％ 75.6％ 91.5％ 

 網掛け部分は、前回実績値から改善したもの。 

 

〔関連指標〕 

 当初実績値 

（H24） 

直近値 

（R４） 

目標値 

(R４) 

朝食を毎日食べる人の

増加（健康もりやま２１ 

市民アンケート調査） 

20 歳代男性 69.6％ 55.6% 85.0％ 

20 歳代女性 80.9％ 64.5% 90.0％ 

30 歳代男性 68.1％ 76.0% 90.0％ 

 

朝食の摂取状況の年齢比較 

 15～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70 歳以上 

朝食の 

摂取状況 
77.8％ 62.0％ 69.1％ 69.3％ 84.4％ 91.1％ 91.6％ 
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＜評価の総括＞ 

評価 
（策定時の

値と直近値

の比較） 

B（現時点で目標値に達していないが、改善傾向にある） 

実績 

概要 

・ 乳幼児期の食事に関する各種啓発チラシを作成し、公民館等へ配布

するとともに、市 HP に掲載した。 

・ 保育所において、日々の給食から栄養バランスを学んだり、みんなで

一緒に食べる時間を「楽しい」と感じるよう働きかけるとともに、絵

本や教材を使用し、食に関する指導を行った。 

・ 学校給食を通じて、各教科や学校教育活動全体を通じた食育を推進

するとともに、給食時間における指導を行った。 

・ 小学生の親子を対象にした料理教室を開催した。 

・ 中学校の家庭科授業の「食育推進講座」の中で、健康推進員とともに

食生活の指導や弁当づくりに取り組んだ。 

・ 健康無関心層や若年層に対し、健康イベントや学区民のつどいを通

して、食事内容に関する啓発・指導を行った。 

・ 新型コロナウイルス感染症の流行により、従来の調理実習や喫食を

伴う事業が中止となり、代替事業での啓発実施となった。 

評価と 

課題 

 基本的な生活習慣づくり、食事管理について、意識を高め行動できる

よう、教育現場での「早寝早起き朝ごはんの推進」や親子料理教室の

開催、健康イベントなどを行い、乳幼児から学齢期まで、ライフステ

ージに応じた食育の推進を行うことにより、食育に関心がある人の

割合は目標には達しなかったものの、改善することができた。 

 一方で、新しい生活様式を踏まえ、家庭での料理や食事を行う機会が

増加し、食生活を見直す絶好の機会と考えられるなか、食育の実践に

おいて、「家族や友人と食卓を囲む」は前回調査時より大きくポイン

トが下がっており、また、若者の「栄養バランスのとれた食事の実践」

や「食事づくりにかける時間や労力の確保」は他の年代と比較し、少

ない傾向にあることから、次世代への食育教育についてこれまで以

上に支援を行う必要がある。 

今後の 

方針 

 健康的な食生活が習慣化する若年層からの啓発が重要であり、朝食

を食べることの重要性や体験を通した望ましい食習慣・知識の習得

ができるよう、取組を推進する。 

 また、健康イベント等を通して、気軽に身近に自然と食育に興味・関

心が持てるような仕組みづくりを行う。 

 新しい生活様式により自宅で料理や食事をする機会が増えているこ

とを考慮した食育の推進・アプローチ方法を検討する。 
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＜取組の詳細＞ 

ア 健康イベントを通した食育の推進 

学区民のつどいや、平和堂との協働事業である「推定野菜摂取量測定会」を通

し、健康測定体験や、健康相談、健康な食に関する啓発を実施しています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

学区民のつどいの参加者数（※） 
356 人 

（計３回） 
- 

６人 

（計１回） 

推定野菜摂取量測定会の 

参加者数（R3～） 
- - 

891 人 

（計 12 回） 

※令和２年度は学区民のつどいは全学区で中止、令和３年度は規模を縮小して実施。 

 
【学区民のつどい】 

学区に出向き、地域の健康づくりのリーダーである健康推進員と連携し、血圧

測定や血管年齢測定、健康・栄養相談を実施し、食育に関する啓発を実施するこ

とができました。 

 
【推定野菜摂取量測定会】 

商業施設において、令和３年度は 10 月から 12 月に（２週間ごと・計 12 回）開

催。カゴメベジチェックを用いて、推定野菜摂取量測定を実施し、その後健康的

な食事や野菜の効果的な摂取方法などを管理栄養士が指導しました。 

令和３年度 推定野菜摂取量測定会年代別参加者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和４年度推定野菜摂取量測定会チラシ 

  

 

 

全参加者のうち 50 歳代以下の参加者は、全体の 55％であり、他のイベント

では、この層の参加率が 40％前後で推移するなか、商業施設での開催によっ

て、これまでの課題であった健康無関心層や働き盛り世代、若者へのアプロー

チをすることができました。 

年代 人数 割合 

10 歳未満 88 10％ 

10 歳代 57 6％ 

20 歳代 33 4％ 

30 歳代 69 8％ 

40 歳代 122 14％ 

50 歳代 118 13％ 

60 歳代 101 11％ 

70 歳以上 275 31％ 

無記入 28 3％ 

合計 891 100％ 
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イ 乳幼児への食育 

保育園においては、新型コロナウイルス感染症の流行前は、給食参観を実施

し、給食を通じた保護者への食育啓発を実施していました。今後は、感染状況を

注視するなか、再開を検討していきます。 

幼稚園においては、地域と連携し、畑・田体験を通じた食育の実践等を実施し

ています。 

その他にも、乳幼児期の食事に関する各種啓発チラシを作成し、公民館等へ

の配布や市 HP への掲載を行いました。 

乳幼児期の食事に関する啓発チラシ 

 

ウ 小学生・中学生への食育 

学校給食を通じて、各教科や学校教育活動全体を通じた食育を推進するとと

もに、給食時間における指導を行っています。 

小学生の親子を対象にした料理教室を開催し（Ｒ元７月 26 日開催：大人 17

人、子ども 27 人参加）、親子に対して食育啓発を実施しました。 

また、守山北中学校２年生の家庭科授業において、守山市健康推進員連絡協

議会と連携し、食生活の指導や弁当づくりに取り組んでいます。本取組は、滋賀

県の令和元年度健康寿命延伸プロジェクトの地域部門（栄養分野）において、守

山市健康推進員連絡協議会の食育推進部会が最優秀賞を受賞しました。 

 

【小学生の親子を対象にした料理教室の参加者数】 

年度 実施日 参加者 

平成 30 年度 平成 30 年７月 26 日 大人 23 人 子ども 27 人 

平成 31（令和元）年度 令和元年７月 26 日 大人 17 人 子ども 27 人 

※令和２年度、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の流行により実施なし。 
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(2) 和食の推進 

目標： 主食・主菜・副菜をそろえ、適度に牛乳・乳製品や果物を加える和食の

スタイルを推奨し、栄養バランスの良い健康な生活の普及を行う。 

（関連計画） 第２次健康もりやま２１（栄養・食生活） 

第２次守山市食育推進計画 

●目標値と実績値 

 当初実績値 

(H26) 

直近値 

（R３） 

目標値 

(R４) 

栄養バランスの取れた食事に

気を付けている人の割合 

（健康もりやま２１市民アンケート調査） 

男性 26.3％ 

女性 48.1％ 

男性 22.5％ 

女性 34.6％ 

男性 29.0％ 

女性 53.0％ 

 
〔関連指標〕 

 当初実績値 

(H26) 

直近値 

（R３） 

目標値 

（R４） 

次世代に伝えたい郷土・伝統

料の有無と実践（実際に伝えている） 

（健康もりやま２１市民アンケート調査） 

9.7％ 6.3％ 20.0％ 

 
＜評価の総括＞ 

評価 

（策定時の

値と直近値

の比較） 

Ｃ（変わらない） 

実績 

概要 

 保育園給食では、和食を中心とし、郷土料理なども取り入れた。出

汁をきかして薄味にし、素材そのもののおいしさを活かしたバラ

ンスの良いメニューを実施した。 

 学校給食において、日本食を中心とした献立を実施している。ま

た、「全国味めぐりの日」や「和食の日」等を設けて日本型食生活

で栄養バランスの取れた給食を提供した。 

 出前講座や市広報、栄養相談等を通じて栄養バランスが取れた日

本型食生活で出汁などでうま味を効かせた薄味でおいしい和食に

ついて啓発を行うことができた。 

評価と 

課題 

 主食・主菜・副菜を組み合わせ、栄養バランスの取れた「日本型食

生活（和食）」を実践するため、園・学校での給食を通じた和食の

提供や健康イベントでのレシピリーフレットの配布、食育啓発月

間での情報提供などを行い、食育の関心を高めることができた。 

 一方で、「栄養バランスの取れた食事に気を付けている人」「次世代

に伝えたい郷土・伝統料理の有無と実践」が前回調査より下がって

おり、特に若年層は依然として低い傾向があることから、将来の肥

満ややせの問題、今後の健康寿命の延伸を大きく左右する課題で

ある。 

今後の 

方針 

 若年から高齢者まで様々な世代が和食に関心を持ち、自らの食生

活の改善を図れるよう、インターネットやＳＮＳ、広報など世代に

応じた広報活動を行うとともに、新しい生活様式を踏まえ、機会が

増えている家庭での食事において、気軽に身近に栄養バランスの

取れた食事が実践できるよう、事例の紹介など和食の啓発を推進

していく。 
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＜取組の詳細＞ 

ア 和食の啓発 

栄養バランスの優れた日本型食生活の推進などを通じて、和食の良さについ

て啓発し、出汁などでうま味を効かせたうす味でおいしい和食を推進するため、

出前講座や市広報などによる啓発を行っています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

食事、栄養 

関連出前講座 

546 人 

（29 回、講話のみ） 

40 人 

（３回） 

134 人 

（11 回） 

新型コロナウイルス感染症の流行により、食事・栄養関連出前講座が中止され

たため、実施回数が少なくなっています。令和３年度からは、感染症対策が講じ

られて、徐々に出前講座の開催が増加しています。 

市民アンケート調査結果で「栄養バランスの取れた食事に気を付けている人の

割合」が前回調査時より悪化していた一因には、地域での啓発が積極的に実施で

きなかったことが考えられます。 

 

イ 給食での和食の推進 

保育所の給食において、和食を中心とし、郷土料理なども取り入れています。

出汁をきかして薄味にし、素材そのもののおいしさを活かしたバランスの良いメ

ニューとしています。11 月には和食の日にちなんで、和食の提供と啓発チラシを

配布しました。 

学校給食において、米飯給食時には、日本食を中心とした献立を実施していま

す。また、「全国味めぐりの日」を設けて日本各地の郷土料理を提供するとともに、

11 月の「和食の日」で、和食の良さを伝えるなどを行いました。 

令和４年９月からは、市内全中学校で学校給食が始まり、和食を中心とした日

本型食生活の献立が提供されています。 

    

学 校 で の 食 育 通 信  
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(3) 生活習慣病の発症予防対策 

目標：日々の食事を通して、自らの健康を守り育てる能力を養い、健康寿命の延伸を図る。

（関連計画） 第２次健康もりやま２１（生活習慣病）・第２次守山市食育推進計画 

●目標値と実績値 

 当初実績値 

（H24） 

直近値 

（R3） 

目標値 

(R4) 

内臓脂肪症候群の予防・改善のために

適切な食事を実践している人の割合

（健康もりやま２１市民アンケート調査） 

29.4％ 37.4％ 35.0％ 

 
〔関連指標〕 

 当初実績値 

（H26） 

直近値 

（R3） 

目標値 

(R4) 

野菜をたくさん摂るように心がけている人の割合 

（健康もりやま２１市民アンケート調査） 
54.7％ 37.4％ 65.0％ 

うす味や減塩を心がけている人の割合 

（健康もりやま２１市民アンケート調査） 
30.4％ 29.9％ 45.0％ 

 

＜評価の総括＞ 

評価 
（策定時の

値と直近値

の比較） 

B（現時点で目標値に達していないが、改善傾向にある）※ 

実績 

概要 

・ 生活習慣病発症リスクの高い人に、疾病予防のための生活習慣の見直しや継

続支援等のサポートを行うことができた。また、実施率向上のために、電話で

の勧奨や訪問での保健指導などを行ったほか、オンラインでの保健指導がで

きる環境を整えた。 

・ 様々な年代を対象とした事業を通じ、妊娠期から乳幼児期、高齢期までの各ラ

イフステージに必要な栄養や食生活の正しい情報を適切に提供し、食育を推

進することができた。 

・ 高齢者向けの食事に関する各種啓発チラシを作成し、公民館等へ配布すると

ともに、市 HP に掲載した。 

・ 「わ」で輝く自治会応援報償では、「健康」の項目において、「健（検）診受診

率向上への取組」を必須項目と設定し、自治会と連携した健（検）診受診の啓

発ができた。 

 「みんなで健康 200 日チャレンジ！」やスマートフォン向けアプリ「BIWA-

TEKU」の実施により、運動習慣作りをサポートした。 

 守山市健康推進員連絡協議会と連携し、地域での生活習慣病発症予防講座や

正しい食生活の啓発を実施した。 

 特定保健指導は、令和３年度の終了率は 45.6％で令和５年度終了率目標 60％

と乖離がある。 

評価と 

課題 

 日本人の死因の第１位である生活習慣病を予防し、健康寿命の延伸を図るため

には、健全な食生活は欠かせず、生活習慣病予防のための取組を推進するなか、

市民アンケート調査結果において、「内臓脂肪症候群の予防・改善のために適

切な食事を実践している人の割合」は目標値を達成することができた。 

 一方で、野菜摂取を心がけている人、減塩やうす味を心がけている人の数値は

悪化しており、日々の食事から望ましい食生活を意識し、実践する必要がある。 
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今後の 

方針 

 生活習慣病を予防し、健康寿命の延伸を図るため、ライフステージに応じた生

活習慣病に関する啓発を推進する。 

 新しい生活様式に対応した、生活習慣病に関する出前講座を実施する。 

 自然に健康になれる環境づくりの整備を行う。 

※目標値は達成しているが、関連指標が達成できていないことから総合的に判断。 

 

＜取組の詳細＞ 

ア 特定保健指導の実施 

特定健康診査受診者で、メタボリックシンドロームのリスクがある人を対象

に特定保健指導を実施し、疾病予防のための生活習慣の見直しなどについてサ

ポートしています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

特定保健指導 

利用者数（法定報告） 

174 人 

（終了率 51.6％） 

141 人 

（終了率

44.1％） 

146 人 

（終了率 45.6％） 

 

イ 健康推進員との連携 

健康推進員との協働のもとで、離乳食教室や出前講座などを通じて、生活習慣

病の発生予防に関する食育を行っています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

健康推進員

との協働 

離乳食教室：４回 

（ほほえみセンター） 

歯科衛生士と健推協働による

出前講座：６回 

公民館ほっと 

ステーション：５回 

離乳食教室：４回 

（ほほえみセンター） 

歯科衛生士と健推協働による 

出前講座：６回 

公民館ほっと 

ステーション：５回 

離乳食教室：４回 
（ほほえみセンター） 

人を集める活動や調

理実習を控えたた

め、例年より活動量

が少ない。 

 

ウ 高齢者向け食育チラシの配布 

栄養や食生活に関する啓発の一環として、高齢者向けの食事に関する各種啓発

チラシを作成し、公民館等へ配布するとともに、市 HP に掲載しました。 

 

エ 「わ」で輝く自治会応援報償事業との連携 

「わ」で輝く自治会応援報償において、「健康」の項目を設け、「健（検）診受診

率向上への取組」を健康必須項目と設定することで、自治会内での啓発を実施し

てもらうよう図っており、市が実施している健（検）診チラシの作成のほか、健康

教室の開催、BIWA-TEKU の啓発など、健康づくりの推進に取り組めるようにしてい

ます。 

 令和元年度  令和２年度 令和３年度 

「わ」で輝く自治会 

応援報償事業実施自治会数 65 自治会 65 自治会 62 自治会 
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２ 基本目標ごとの達成状況の評価 

計画に掲げ基本目標の施策項目ごとの実施状況は、以下のとおりです。 

(1) 食べることの大切さを学ぶ 

ア 基本方向と取組の体系 

以下の基本方向のもとで、市民の生活習慣病の予防に関する取組を進めています。 

基本 

方向 

・ 食に関する基本的な知識を身に付け、体験を通じて食のあり方を学ぶ 

・ 一家団らんなど、コミュニケ―ションのある食をもつ 

・ 感謝の心を身に付け、正しいマナーを守る 

 【施策項目】 【取組】 【指標】 

 

① 食に関する

体験や体験

を通じた学

習の機会の

確保 

● 小学校の学級懇談会等を通じた保護者への

普及啓発 

● 保育園・幼稚園等での栽培体験・調理体験 

● 学校での守山産農産物の利活用 

● 子どもたちの農業体験 

● 小学生親子料理教室の開催 

● 中学校の家庭科授業への参画 

● 各地区公民館での健康推進員による食育の

実施 

〇 食育に関心の

ある人の増加 

〇 共食をする人

の増加 

 

② 生活の基礎

としての食

育推進 

● 保健だよりや給食だより等を通じた園児・

児童・児童や保護者への啓発 

● 食べることを楽しむ気持ちを育む 

● 学校給食を通じた配膳、マナー等の習得 

 
③ 教科横断的

な食育の推

進 

● 小中学校の家庭科を通じた食育 

● 学校給食を通じた食育 

● 学校教育活動全体を通じた食育 

 
④ 食育の必要

性に関する

啓発 

● 栄養相談を通じた乳幼児期の食育の実施 

● 学校給食試食会の実施 

 ⑤ 食育のため

の環境整備 

● 園給食の質の向上 

● 園職員向けの食に関する勉強会の実施 

● 教育・保育の全体計画に連動した「食に関

する指導」の実施 

● 学校における食に関する指導 

 

⑥ 共食の推進 

食を通じた

コミュニケ

ーションの

推進 

● 各学区の公民館での食育活動の実施 

● 共食をテーマにした出前講座の実施 

● 乳幼児健診時の食育指導 

● 園児やその保護者への共食啓発 

● 家庭科を通じた「共食」の普及啓発 

● 学校給食等を活用した共食の推進 
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イ 指標による評価 

目標値のうち、「目標値に達した（Ａ）」が０個、「現時点では目標値に達していな

いが改善傾向にある（Ｂ）」が１個、「変わらない（Ｃ）」が２個、「悪化している（Ｄ）」

が４個となっています。 

 

指標 
当初実績値 

（H26） 

中間実績

値 

(R1) 

直近値 

（R4） 

目標値 

(R4) 
評価 

食育に関心の 

ある人の割合 
※１ 

71.8％ ― 81.2％ 90.0％ Ｂ 

家族と食事を

している人の

割合 
※１ 

１世代世帯 

朝食 75.2％ 

夕食 85.7％ 

２世代世帯 

朝食 55.7％ 

夕食 80.1％ 

３世代世帯 

朝食 75.5％ 

夕食 88.5％ 

― 

１世代世帯 

朝食 57.8％ 

夕食 83.1％ 

２世代世帯 

朝食 41.3％ 

夕食 78.6％ 

３世代世帯 

朝食 30.8％ 

夕食 73.1％ 

増加 

１世代世帯 

朝食Ｄ 

夕食Ｃ 

２世代世帯 

朝食Ｄ 

夕食Ｃ 

３世代世帯 

朝食Ｄ 

夕食Ｄ 

※１ 健康もりやま２１市民アンケート調査 
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  ウ 行政の取組 

   (ｱ) 守山産農産物の学校給食利用の拡充 

     守山産の果物を使用したジャム、守山メロン、小浜ぶどう等の提供を通じ

て、地元の食材についての興味関心を持たせる工夫をしました。また、守山産

の食材（もりやまブランド選定 11 品目である美崎だいこんと守山ほたる葱）

を利用した新メニュー「もりやま恵み豆乳みそスープ」を提供し、こどもたち

へ地元の食材について啓発することができました。 

 

   (ｲ) 中学校の家庭科授業「食育推進講座」への参画 

     毎年度、守山北中学校２年生の家庭科授業において、守山市健康推進員連絡

協議会と連携し、食生活の指導や弁当づくりを行い、食に関する理解の促進や

正しい食生活の形成などに取り組みました。 

また、新型コロナウイルス感染症流行下において調理実習ができない際も、

レシピを配布し、家庭での宿題にすることで、食に関する体験や学習の機会の

確保を行いました。 

 

  

授業の様子 完成したお弁当 

 

   (ｳ) 保健だよりや給食だより等を通じた園児・児童・生徒や保護者への啓発 

     栄養教諭を中心に、給食だよりを通じ、成長期における食の重要性をこども

たちに伝えるとともに、手洗いチェックや歯の指導、地産地消の推進等の学校

の取組を保護者に紹介することで、家庭での取組につながるように啓発を行

いました。 

 

学校での「給食だより（ぱくぱく）」 
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   (ｴ) 学校教育全体を通じた食育 

     家庭科での食物の学習や調理実習、生活科で野菜栽培等を実施しました。ま

た、スクール農園での野菜栽培や田植え・稲刈り体験など、様々な食物や食に

関係する体験を実施し、食育を推進しました。 

 

   (ｵ) 各種栄養相談事業を通じた乳幼児期の食育の実施 

     各種栄養相談事業（乳幼児健診時の栄養相談、すくすく相談会、個別栄養指

導等）を通じて個々の状況に合わせた乳幼児期の食育について指導を行いま

した。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

乳幼児健診時の栄養相談 278 件 243 件 183 件 

     こどもが家族の食事の中で食に対する興味や意欲を育み、食事マナーや生活リズ
ムなどを身につけられるよう指導を実施。 

 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

すくすく栄養相談 すくすく栄養相談 すくすく相談会 

237 件 129 件 118 件 

※栄養士による相談のみ集計 
     事前予約制で、離乳食などの乳幼児期の食に関する相談事業（１回 30 分程度）。

（令和３年度から名称変更） 

 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

個別栄養相談 33 件 64 件 68 件 

     業務時間中における電話や窓口での栄養相談。 

 

   (ｶ) 園給食の質の向上 

     ２か月に１回、全園の代表調理師と献立会議を行い、前２か月の反省と翌２

か月の献立検討を行った。園児の喫食状況を確認し内容に反映しました。 

   

園での給食表示 
給食で使用される 
地場産物の紹介 

園給食 
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エ まとめ 

乳幼児期については、栄養相談を通じて保護者に対して家族との食事の時間や

生活リズムを身に付けることの大切さを指導しています。また、保育園・幼稚園

では栽培や収穫等の体験、給食を通じた取組を実施しています。学齢期について

は、小中学校において、栄養教諭を中心に、「給食だより」で子ども達自身に成長

期における食の重要性を伝えるとともに、家庭向けに、手洗い行動チェックや歯

の指導、地産地消の推進等の学校の取組を紹介するなど、学校を通じた家庭への

食育に取り組んでいます。また、守山市健康推進員連絡協議会と連携し、毎年度、

守山北中学校２年生の家庭科授業で食生活の指導や弁当づくりに取り組んでいま

す。新型コロナウイルス感染症流行下において調理実習ができない際も、レシピ

を配布し各家庭での宿題として取組を実施しました。また、園・保育所、小中学校

での学校給食は共食の機会として重要であり、学校給食での守山市産農産物の利

用食材を増やす、献立を工夫するなどの取組を実施しています。 

こうした取組の結果、目標の食育への関心は「H26」の 71.8%から増加し、目標

は達成していないものの 81.2%となっています。 

家族と食事をしている人は、世帯構成に関わらず目標を達成しておらず、朝食

時の共食についてはすべての世帯で、夕食については３世代世帯で計画策定時か

ら減少しました。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、料理教室の実施や人が集まって

の会食の開催の中止、感染対策をとったうえでの実施など本来の取組が難しかっ

たことも目標が達成に至らなかった理由と推察されます。  
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(2）健康的な食生活を実践する 

ア 基本方向と取組の体系 

以下の基本方向のもとで、市民の生活習慣病の予防に関する取組を進めています。 

基本 

方向 

・ 早寝・早起き・朝ごはんを実践し、規則正しい生活リズムを確立する 

・ 自分に合った量・栄養バランスの食事を選択する 

・ 食を通じた健康づくり、望ましい食習慣を実践する 

 【施策項目】 【取組】 【指標】 

 

① 早寝・早起

き・朝ごは

ん に つ い

ての啓発・

指導 

● 乳幼児健診や栄養相談での指導 

● 特定保健指導などを活用した指導 

● 園児や保護者への普及啓発 

● 家庭科や学級活動等を通じた学習 

● 学校を通じた保護者への普及啓発 

● 青少年育成市民会議での普及啓発 

〇 朝食を毎日食べ

る人の増加 

〇 1 日に３回の食

事をする人の増

加 

○ 栄養バランスの

取れた食事に気

を付けている人

の増加 

○ うす味や減塩に

ついて心がけて

いる人の増加 

○ 野菜をたくさん

食べるよう心が

けている人の増

加 

○ 内臓脂肪症候群

の予防・改善のた

めに適切な食事

を実践している

人の増加 

○ よく噛んで味わ

って食べるよう

に気を付けてい

る人の増加 

 

② 健 康 的 な

生 活 リ ズ

ム に つ い

ての啓発・

指導 

● 乳幼児健診等での指導 

● メタボリックシンドローム該当者やその予備

対象者への食事指導 

● 保健だよりや給食だより等を通じた園児・児童

や保護者への普及啓発（再掲） 

● 家庭科、保健の授業を通じた普及啓発 

● 毎月の「おなかすっきりの日」による普及啓発 

 

③ 食事量・栄

養 バ ラ ン

ス に 関 す

る 知 識 の

習得 

● 青少年育成市民会議での普及啓発（再掲） 

● 離乳食の試食会の開催 

● 園児向けの絵本や教材を使った栄養バランス

の学習 

● 給食を通じた３色栄養、６つの基礎食品の学習 

● 有線放送を活用した普及啓発 

● 公民館での料理教室開催 

● 市民や自主グループ対象の勉強会の開催 

 

④ 健 全 な 食

事 内 容 に

関 す る 啓

発・指導 

● 妊娠期から乳幼児期における食育の推進 

● メタボリックシンドローム該当者やその予備

群対象向けの個別指導の実施 

● 若い世代の女性向けの普及啓発 

● 減塩・野菜摂取増加に向けた普及啓発 

● 高齢期における食に係る出前講座の実施 

● 高齢期における医療専門職による低栄養・口腔

機能に係る出前講座の実施 

● 健康イベントや学区民のつどいを通じた普及啓発  

 

⑤ 健 康 な 食

生 活 に 関

する啓発 

● 有線放送を活用した健康な食生活に関する啓発  

● 減塩や１日平均野菜 350ｇに係る普及啓発の実

施 

● 健康イベントや学区民のつどいを通じた普及

啓発（再掲） 

● 市内企業団体との連携した普及啓発 

● 高齢者に対する低栄養・口腔機能に関する啓発

（再掲） 

 

⑥ 栄養・食事

の相談・指

導の実施 

● 乳幼児から高齢者まで保健事業を通じた相談

支援の実施 

● アレルギー食への対策推進 
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⑦ 生 活 習 慣

病 の 予 防

の た め の

取 組 の 推

進 

● 小・中学校の家庭科、保健での学習 

● 食生活改善普及運動期間や食育月間での普及啓発 

● 市内企業団体との連携した普及啓発（再掲） 

● 生活習慣病予防のための啓発 

● 自治会等での出前講座の実施 

● 健康イベントや学区民のつどいを通じた普及

啓発（再掲） 

● 市内企業団体との連携した普及啓発（再掲） 

● 自治会等での出前講座の実施（再掲） 

● 生活習慣病予防に係る出前講座の実施 

● 関係機関と連携した働く世代への普及啓発 

● 市内企業団体との連携した普及啓発（再掲） 

● 動画配信や自治会回覧等での普及啓発の実施 

● 生活保護受給世帯（者）への指導 

 

 

⑧ 生活習慣病 

のリスクの 

発見・リスク 

の低減 

● 自治会と連携をした普及活動 

● 自治会等での健診受診勧奨に係る普及啓発の実施 

● 特定保健指導の実施 

 

 

⑨ 高 齢 者 の

健 康 な 食

生 活 の 推

進 

● 各種団体が実施する健康づくり活動の把握と

教室への参加勧奨 

● 自治会等での出前講座の実施（再掲） 

● 介護予防教室の開催 

 

 

⑩ 障 害 の あ

る 人 の 健

康 な 食 生

活の推進 

● 本人や家族への普及啓発 

● 当事者団体、支援機関等へ健康・栄養相談につ

いての周知、普及啓発 

 

 

⑪ 歯 と 口 腔

の 健 康 の

保持・増進 

● 生涯歯科保健計画の推進 

● 市広報・有線放送などでの口腔ケア、口腔衛生

に係る普及啓発 

 

 

⑫ 子 ど も の

歯 と 口 腔

の 健 康 の

保持・増進 

● 乳幼児健診や出前講座などを活用した子ども

と保護者への普及啓発 

● 保健だよりや給食だより園内掲示等を通じた

園児・児童や保護者に対する啓発活動（再掲） 

● 10 か月児健診対象者の保護者への集団指導 

● 乳幼児健診での希望者へのフッ素塗布の実施 

● ハイリスク児の保護者へ歯科保健指導 

● むし歯予防教室の開催 

● 高校生への歯科啓発の実施 

● 給食、おやつでの噛む力を育てる食材の利用 

● 小学校、保育園、幼稚園、こども園と連携した

フッ化物洗口の実施 

● 保育園、幼稚園、こども園および小学校や中学

校と連携した歯科保健指導 

● 保健だよりや園内掲示等を通じた園児・児童や

保護者に対する啓発活動（再掲） 

● 児童生徒に対する歯科保健指導 

 

 

 

⑬ 親子の歯と 

口腔の健康 

の保持・増進 

● 「家族そろってよい歯のコンクール」の開催 

● おやこで歯科健診受診の促進 
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⑭ 大 人 の 歯

と 口 腔 の

健 康 の 保

持・増進 

● 歯周病検診の実施と受診勧奨  

 

⑮ 高 齢 者 の

口 腔 機 能

の保持・増

進 

● 高齢者に対する歯科保健教育の実施 

● 介護予防教室等での口腔機能維持向上の啓発 

● すこやかサロン等での歯科保健教育 

 

 

⑯ 障 害 の あ

る 人 の 歯

と 口 腔 の

健 康 の 保

持・増進 

● 障害のある人に対する歯科保健教育 

● 「コラボにこにこ歯科保健事業」を活用した歯

科保健指導・歯科検診の実施 

 

 

⑰ 健 康 な 食

生 活 に 関

す る 取 組

の支援 

● 地域での取り組みへの活動支援 

● 「わ」で輝く自治会応援報償事業の推進（再掲） 

● 各種団体が実施する健康づくり活動の把握と

参加勧奨（再掲） 

● 「高齢者いきいき活動推進補助金」事業の推進 

● 健康に関する団体・自主グループでの勉強会、

運動教室の実施支援 

● 自治会等での出前講座の実施（再掲） 

● 「高齢者いきいき活動推進補助金」事業の推進

（再掲） 

● 健康関連団体や自主グループ支援 

● 運動機会の提供 

 

 

⑱ 健 康 な 食

生 活 を 実

践 す る た

め の 環 境

整備 

● 保健だよりや給食だより等を通じた園児・児

童や保護者への普及啓発（再掲） 

● 関係機関と連携した食育推進事業の実施 

● 市内企業団体と連携した普及啓発 

● 健康推進員の養成・現任活動支援 

● 壮年・高齢期に対する健康づくり 

● 健康づくりに関する各種統計や健診結果の活用  

● スクールランチ事業での地産地消の実施 

● 「しがの健康づくりサポーター」の推進 
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イ 指標による評価 

目標値のうち、「目標値に達した（Ａ）」が１個、「現時点では目標値に達してい

ないが改善傾向にある（Ｂ）」が１個、「変わらない（Ｃ）」が５個、「悪化している

（Ｄ）」が５個となっています。 

 

指標 
当初実績値 

（H26） 

中間実績値 

(R1) 

直近値 

（R4） 

目標値 

(R4) 
評価 

朝食を毎日食

べる人の割合
※１ 

小学５年生 

97.7％ 

中学２年生 

95.0％ 

20 歳代男性 

69.6％ 

30 歳代男性 

68.1％ 

20 歳代女性 

80.9％ 

（H23） 

小学５年生 

96.6％ 

中学２年生 

96.6％ 

 

小学５年生 

84.0％(R3) 

中学２年生 

80.3％(R3) 

20 歳代男性 

77.8％ 

30 歳代男性 

88.0％ 

20 歳代女性 

77.4％ 

小学５年生 

99.0％ 

中学２年生 

97.0％ 

20 歳代男性 

85.0％ 

30 歳代男性 

90.0％ 

20 歳代女性 

90.0％ 

小学５年生 

Ｄ 

中学２年生 

Ｄ 

20 歳代男性 

Ｃ 

30 歳代男性 

Ｂ 

20 歳代女性 

Ｃ 

1日に食事を3

回している人

の割合※１ 

79.1％ 

(H23) 
― 79.7％ 83.0％ Ｃ 

栄養バランス

を考えて食事

をしている人

の割合※１ 

男性 

27.3％ 

女性 

48.7％ 

― 

男性 

22.6％ 

女性 
35.0％ 

男性 

29.0％ 

女性 

53.0％ 

男性 

Ｃ 

女性 

Ｄ 

うす味や減塩

を心がけてい

る人の割合 
※１ 

30.9％ ― 30.2％ 45.0％ Ｃ 

野菜をたくさ

ん食べるよう

に心がけてい

る人の割合 
※１ 

55.3％ ― 37.6％ 65.0％ Ｄ 

内臓脂肪症候

群の予防・改

善のために適

切な食事を実

践している人

の割合※１ 

30.7％ ― 40.9％ 35.0％ Ａ 

よく嚙んで味

わって食べて

いる人の割合
※１ 

22.9％ ― 18.0％ 30.0％ Ｄ 

 ※１ 健康もりやま２１市民アンケート調査 
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ウ 行政の取組実績 

   (ｱ) 特定保健指導などを活用した指導 

     特定保健指導等を通じて、朝食摂取の大切さや朝食摂取のために重要な早

寝・早起きについて、啓発指導を行うことができました。また、１日の食事全

体を見て、就寝２時間以内の食事への指導など、生活リズムの乱れ全体へのア

プローチを行いました。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

特定保健指導(※)実施数 184 人 150 人 153 人 

    ※特定保健指導：特定健康診査を受診した者のうち、腹囲・血液検査の結果等から、
生活習慣病リスクが高い者に対し実施する指導。令和３年度からはオンライン特
定保健指導も実施。 

 

   (ｲ) 妊娠期から乳幼児期における食育の推進 

     妊娠期から乳幼児期の各ライフステージに必要な栄養や食生活の正しい情

報を適切に提供し、食育の推進を図りました。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

集団離乳食指導 

（４か月児健診実施時） 
340 人 315 人 230 人 

 

■離乳食の作り方   

https://youtu.be/U6HBMNNXek0（市 YouTube） 

離乳食の作り方動画抜粋 

 

   (ｳ) 減塩や１日野菜摂取量にかかる普及啓発の実施 

     減塩や１日平均野菜摂取量 350ｇの実現に向け、市広報やホームページへの

掲載、健康イベント時にレシピの配布などを実施しました。また、本市が糖尿

病基準値である HbA1c が他市町より高い実態を踏まえ、血糖値が下がりやす

いレシピの提供や、野菜摂取の啓発などを行うことができました。 

     



22 

 

 
 

健康イベントの実施 健康イベントでの野菜啓発 

 

   (ｴ) 生活習慣病の予防のための取組 

     栄養や食生活に関する出前講座を、地域で実施しました。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

出前講座 
（食関連） 

59 回 
1,859 人 

30 回 
670 人 

11 回 
134 人 

 

   (ｷ) 乳幼児健診での希望者へのフッ素塗布の実施 

     10 か月児健診対象者の保護者に対し、歯科保健事業を実施し、希望者に対

しフッ素塗布を実施することができました。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

10 か月児健診での集団指導 671 人 770 人 725 人 

 

   (ｸ) 歯周病検診の実施 

     20 歳から 74 歳までの市民を対象に歯周病検診を実施しました。20 歳には

啓発はがき、40 歳には無料クーポンはがきの送付を実施。また、医療機関へ

のポスター掲示や、糖尿病ハイリスク者への啓発、広報、自治会回覧等、あら

ゆる機会で歯周病検診の啓発を実施しました。 

 

 

 

出前講座の様子 
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 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

歯周病検診受診者数 218 人 243 人 211 人 

 

 

糖尿病ハイリスク者への啓発チラシ 
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エ まとめ 

各ライフステージに必要な栄養や食生活の正しい情報を適切に提供するため、

乳幼児期は乳幼児健診や栄養相談にて、保護者の生活状況に合わせて、規則正し

い生活リズムの指導を行っています。また、栄養教諭を中心に給食だよりを通じ、

成長期における食の重要性を児童・生徒や保護者に啓発し、生涯を通じた食生活

習慣の基盤形成を推進しています。また、健康推進員が食育の日（19 日）にティ

ッシュ配布による啓発の実施や、特定保健指導での健康的な食生活について指導

するなどの事業を実施しています。また、出前講座やサロンなど、地域に出向い

ての講座も実施しています。 

しかしながら指標の評価をみると、今回、目標を達成しているのは「内臓脂肪

症候群の予防・改善のために適切な食事を実践している人の割合」のみであり、

その他の項目は「変わらない（Ｃ）」もしくは「悪化している（Ｄ）」となっていま

す。 

「悪化している（Ｄ）」項目として、「小学校５年生、中学校２年生の朝食の摂取

率」、「栄養バランスを考えて食事をする女性」、「野菜をたくさん食べるように心

がけている人」、「よく噛んで味わって食べている人」があります。小学校５年生、

中学２年生の朝食の摂取状況は、国の「第３次食育推進計画」の評価においても

欠食率が増加傾向にあり、本市も同様の傾向となっています。 

野菜摂取量の増加については、これまでも若年層での摂取量が少ないことが課

題であったことから、(株)平和堂と協働で、推定野菜摂取量測定イベントを開催

し、買物ついでの人にアプローチを実施しました。しかし、「たくさん食べるよう

に心がける」という意識自体が低下しており、今後も野菜摂取量増加にむけての

取組が必要です。 

歯と口腔の分野では、20 歳から 74 歳までの市民対象のすこやか歯科健診（歯周

病検診）の実施や、園・学校や地域のサロン等で歯科保健出前講座も実施し、口腔

の健康や口腔機能の獲得・維持・向上の点から歯科保健事業に取り組んでいます。

しかしながら、「よく噛んで味わって食べること」は、市民アンケート調査では前

回調査より減少をしていたことから、歯・口腔の健康と食育の関連した取組の実

施も必要です。 
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(3) 家庭や地域で食文化を語り継ぐ 

ア 基本方向と取組の体系 

以下の基本方向のもとで、市民の生活習慣病の予防に関する取組を進めていま

す。 

基本 

方向 

・ 和食の良さを見直し、和食の推進を図る  

・ 郷土料理、伝統料理を継承する  

・ 農業資源などを活用し、農業体験を推進する 

 【施策項目】 【取組】 【指標】 

 

① 和食の良さ

の啓発・和

食の推進 

● 日本型食生活に係る出前講座等の実施 

〇 郷 土 料 理

や 伝 統 料

理 な ど を

伝 え て い

る 人 の 増

加 

〇 農 林 漁 業

体 験 を し

た こ と が

あ る 人 の

増加 

 ② 和食の提供 

● 和食の日にちなんだ給食、普及啓発

の実施 

● 学校給食での「全国味めぐりの日」「和

食の日」の実施 

 

③ 旬の食材に

ついての学

習 

● 学校給食での旬の食材の利用 

● 公民館講座における旬食材に関する

講座の実施 

 

④ 郷土料理・

伝統料理な

どの提供 

郷土の食文

化・伝統文

化と親しむ 

● 園給食などでの地域の食材の利用や

郷土・行事料理の提供 

● 郷土料理献立「滋賀の日」守山産食

材を利用した「守山の日」を各月 1

回実施 

● 地域教育における地域の人材・食材の活用  

● 公民館講座における地域食材の活

用・伝統料理の継承 

 

⑤ 郷土の食文

化・伝統文

化の啓発 

● 伝統野菜の普及 

 ⑥ 食農の推進 

● ゆりかご水田事業の実施 

● 子どもたちの農業体験の推進 

● 保育園・幼稚園等での栽培活動・調理活動  

● 小学校 5 年生の田植え・稲刈り等の

体験学習の実施 

● スクール農園等での体験学習の実施 

● 守山産農産物の学校給食利用の拡充 

● 農業体験の実施 

 

⑦ 地域の食を

利用した商

業の推進 

● 自然文化の観光ツアーの企画 

● 観光資源と関連する食材を用いたイ

ベントの開催 

 
⑧ 農業資源の

活用の推進 
● 市民農園の利用促進 
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イ 指標による評価 

目標値のうち、「目標値に達した（Ａ）」が１個、「現時点では目標値に達してい

ないが改善傾向にある（Ｂ）」が０個、「変わらない（Ｃ）」が０個、「悪化している

（Ｄ）」が１個となっています。 

指標 
当初実績値 

（H26） 

中間実績値 

(R1) 

直近値 

（R4） 

目標値 

(R4) 
評価 

郷土料理や伝統料

理で伝えたいもの

があり実際に伝え

ている人の割合 
※１ 

10.6％ ― 6.3％ 20.0％ Ｄ 

畑作、稲作、漁業な

どの何らかの体験

をしたことがある

人の割合※１ 

41.1％ ― 60.1％ 45.0％ Ａ 

※１ 健康もりやま２１市民アンケート調査 

 

ウ 行政の取組実績 

   (ｱ) 学校給食での郷土料理献立「滋賀の日」、守山産食材を利用した「守山の日」

の実施 

     郷土料理を献立にした「滋賀の日」を月１回実施し、湖魚などの提供を行う

とともに、守山の地場産食材を使用した「守山の日」を月１回実施し、市内産

の野菜や果物の提供を実施しました。地場産物や郷土料理の提供を通じて、児

童たちが地域の産物、食文化に関わる歴史等を理解し尊重ができるよう、指導

を行いました。 

     給食時間に生産者へのインタビューを動画で紹介し、地域の農業について、

興味関心を持てるように取り組みました。 

 

 

小学校での「守山の日」当日献立 小学校での給食時指導 
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   (ｲ) 「ふれあいいも園」でのいも掘り体験 

     地域の農業後継者等で開設する「ふれあいいも園」を 10 月に開設し、近隣

のこども会および市内３保育園と速野学区こども会を「いも掘り」に招待しま

した。（令和元年度から令和３年度で約 500 人参加） 

 

ふれあいいも園でのいも掘り 

 

   (ｳ) 農業体験の実施 

     小学生が農作物を「作り・育て・収穫し・食べる」という一貫した農業体験

をすることにより、農業への興味や関心を高めるとともに、生命や食べ物の大

切さを啓発することができました。 
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エ まとめ 

和食、郷土料理、伝統料理を幼少期から親しめるよう、学校給食では毎月 1 回、

郷土料理を献立にした「滋賀の日」で湖魚などの提供、守山の地場産食材を使用

した「守山の日」で市内産の野菜や果物の提供を行っています。また、給食時間に

生産者へのインタビューを動画で紹介するなど、地域の農業への興味関心を持て

るように取り組んでいます。 

農業体験を通じて食物の生産や農業について学ぶ機会を提供するため、小学校

でのスクール農園等での体験学習、地域の農業後継者クラブが開設する「ふれあ

いいも園」でのいも堀り体験を実施しています。このいも堀り体験には令和元～

３年度で約 500 名の子ども達が参加しています。 

こうした取組の成果もあり、「畑作、稲作、漁業などの何らかの体験をしたこと

がある人の割合」は「目標値に達した（Ａ）」となっています。食に関する関心や

理解の増進を図るために食の様々な体験活動は重要であり、子どもをはじめとし

た幅広い世代を対象に体験の機会を提供し、継続していくことが重要です。 

一方で、「郷土料理や伝統料理で伝えたいものがあり実際に伝えている人」は目

標を達成しておらず、「悪化している（Ｄ）」となっています。新型コロナウイルス

感染症の拡大の影響もあり、郷土料理や伝統料理を体験、継承するための取組が

縮小、中止になったことも関係していると考えられます。アンケート調査では、

継承すべき郷土・伝統料理を知らない、わからない人も多くなっており、継承に

向けては担い手の確保も含めた取組が重要となります。 
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(4) 安全・安心な食を選択する 

ア 基本方向と取組の体系 

以下の基本方向のもとで市民の生活習慣病の予防に関する取組を進めています。 

基本 

方向 

・ 地産地消を推進する  

・ 安全な食を選択する  

・ 環境に配慮した食生活を実践する 

 【施策項目】 【取組】 【指標】 

 ①地場産物の積

極的な利用 

● 守山市産食材を利用した園給食の提供 

● 守山産農産物の積極的な活用 

● 学校給食での「環境こだわり農産物の守山

産米」の 100％使用 

● スクールランチ事業での地産地消の実施 

・ 食品の安

全性に関

する基本

的な知識

を持って

いる人の

増加 

・ 環境こだ

わり農産

物の栽培

面積の増

加 

・ 食べ残し

や食品の

廃棄の削

減につい

て実践し

ている人

の増加 

・ 学校給食

における

地場産物

を使用す

る割合の

増加 

 

②地場産物の

PR 

地場産物の販 

売 

経路の確立・ 

拡大 

● 地場産物の消費拡大やＰＲ等 

● 近江米の PR イベントの実施 

● 農家と地元企業が連携した地場産物を利用

した商品開発、コンビニエンスストアでの

地場産品の販売・PR 等 

● 地域ブランド産物の学校給食への出荷 

● 地場産物の紹介・販売 

● JA 直売所「おうみんち」での定期的な湖

魚直売会の開催 

 
③担い手の育

成・確保 

● 経営基盤の強化に向けた支援 

● 地域の担い手の確立 

● 農地の集積促進 

● 人・農地プランや農業委員での女性農業者

の登用 

● 新規就農者への支援 

● 法人化および雇用の促進 

 
④産地（ブラン

ド）の形成 
● 環境こだわり農産物育成事業等の推進 

 
⑤６次産業化の 

推進 

● もりまち食のまちプロジェクトの実施 

● ６次産業化への経営発展支援 

 
⑥農業と他産業

との連携 

● もりやま食のまちプロジェクトの実施（再

掲） 

 

⑦安全・安心な

食に関する情

報の提供 

● 守山市消費生活学習会による普及啓発 

● 安全安心の食を選択するための情報発信 

 
⑧安全・安心な

食の提供 

● 国内産食材・地元産食材の活用 

● 学校給食での守山の伝統野菜や守山産農産

物の利用 

● 物資選定委員会による給食食材の選定 

 

⑨安全・安心な

食を選択する

能力の育成 

● 家庭科の授業を通した啓発 

● 健康推進員養成講座を活用した啓発 

 

⑩安全で安心な

農産物の生産推

進 

● 環境保全型農業の普及啓発 

● ＧＡＰの徹底 
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⑪安全・安心な

農産物の普及 
● 環境保全型農業の普及啓発（再掲） 

 

 

⑫環境に配慮し

た食に関する

啓発 

● 子どもたちへの食農教育の推進 

 

⑬環境に配慮し

た食材の選択 

● 学校給食での「環境こだわり農産物の守山

産米」の 100％使用 

● 守山市産食材を利用した園給食の提供 

● 守山産農産物の積極的な活用 

 
⑭環境保全型農

業の推進 

● エコファーマー認定制度等の啓発 

● 環境にやさしい農業生産方式の推進 

 
⑮生ごみ削減の

推進 

● 段ボールコンポスト実践講習会の開催 

● 食品ロス削減に向けた取組 

 

イ 指標による評価 

目標値のうち、「目標値に達した（Ａ）」が１個、「現時点では目標値に達してい

ないが改善傾向にある（Ｂ）」が１個、「変わらない（Ｃ）」が２個、「悪化している

（Ｄ）」が０個となっています。 

 

指標 
当初実績値 

（H26） 

中間実績値 

(R1) 

直近値 

（R4） 

目標値 

(R4) 
評価 

食品の安全性に関する

基本的な知識を持って

いる人の割合※１ 

57.8％ ― 56.0％ 80.0％ Ｃ 

環境こだわり農産物の認

証面積（農作物総合計）※

２ 

258.7ha 269ha 265.9h 280ha Ｂ 

食べ残しや食品の廃棄の

削減について実践してい

る人の割合※２ 

41.9％ ― 43.6％ 60.0％ Ｃ 

学校給食における地場産

物を使用する割合（県市

内産） 

（食材全体） 

（食材数ベース）※３ 

17.7％ ― 29.0％ 28.0％ Ａ 

※ １  健康もりやま２１市民アンケート調査 ※ ２  環 境 こ だ わ り 農 作 物 認 証 面 積  ※ ３  保

健 給 食 課 実 績  
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ウ 行政の取組実績 

   (ｱ) 農家と地元企業が連携した地場産物を利用した商品開発 

      市内農家や地元企業と協力し、地場産物を活用した商品開発や PR を実施

することができました。あわせて、多くの人が利用するコンビニエンススト

アで販売を行うことで、さらなる PR を深め、地場産物を周知するきっかけ

となりました。 

  

市内のコンビニエンスストアで守山市の物産を販売 

 

 

   (ｲ) 環境こだわり農産物育成等の推進 

     ＪＡと連携し環境こだわり農産物育成事業（※）等を推進し実施しました。 

      ※環境こだわり農産物育成事業：安全で安心な農産物を栽培、守山産農産

物の消費拡大を図るため、滋賀県環境こだわり農業推進条例に基づき、

減農薬、減化学肥料等環境への負荷を低減する方法を推進するもの。 

  

   (ｳ) 学校給食での守山産農産物の利用 

      米飯が、滋賀県が認証する市内産環境こだわり米を 100%使用することが

できました。野菜については、伝統野菜や守山市農産物を使った献立を実施

しています。 

 

   (ｴ) ダンボールコンポスト実践講習会の開催 

      家庭から出る焼却ごみのうち約４割が生ごみであることから、講習会を

通じてダンボールコンポストの活用を啓発し、ごみ減量に向けた意識の向

上を図ることができました。 

 

   (ｵ) 食品ロスに向けた取組 

      食品ロスの現状や食品ロスの削減の取組として、エコレシピの紹介や

3010 運動（※１）およびフードドライブ（※２）の推進などを自治会に啓

発をしました。 
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     ※１ 3010 運動 

      宴会における大量の食品ロスを減らすため、最初の 30 分、最後の 10 分

自席でみんなで食べる時間を設ける運動のこと。（環境省） 

 

3010 運動ポスター 

 

     ※２ フードドライブ 

 家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域のフードバ

ンク等の生活困窮者支援団体、こども食堂、福祉施設等に寄付する活動の

こと。（フードドライブ実施の手引き：環境省） 

 

エ まとめ 

地産地消を推進するために、地場産物の PR、地場産物の販売経路の確立・拡大

として、市内農家や地元企業と協力した地場産物を活用した商品の開発、PR、コ

ンビニエンスストアでの販売に取り組んでいます。 

安全な食を提供するために、ＪＡ等と連携して、農業者が環境保全型農業直接

支払交付金および守山市環境こだわり農産物育成事業補助金を活用し、環境にや

さしい農業生産の取組を行えるよう支援しています。また、学校給食の米飯には

滋賀県が認証する市内産環境こだわり米を 100％使用しています。 

こうした取組の成果もあり、「環境こだわり農産物の認証面積」は「現時点では

目標値に達していないが改善傾向にある（Ｂ）」、「学校給食における地場産物を使

用する割合」は「目標値に達した（Ａ）」となっています。学校給食では利用でき

る品目を毎年検討し、着実に増加させています。地産地消をさらに進めるには、

産地や生産者を意識して農林水産物･食品を選ぶ人を増やしていくことも重要で

あり、国の「第４次食育推進計画」においても「産地や生産者を意識して農林水産

物･食品を選ぶ」「環境に配慮した農林水産物･食品を選ぶ」が目標として位置づけ

られています。 

食品の安全性に関する基本的な知識を持っている人は横ばいで推移しており、

「変わらない（Ｃ）」となっています。本市の市民アンケート調査で、「食品の安全

性に関する基本的な知識を持っている人の割合」が 56.0%に対し、国は 75.2%（令

和２年度）（国の指標は本市とは若干異なり「食品の安全性について基礎的な知識

を持ち、自ら判断する」）とであり、国の結果を本市は下回っており、食品の安全

性についての啓発が必要です。 

生ごみ、食品ロスの削減に向けては、ごみ・資源物収集カレンダーやホームペ

ージ、広報啓発チラシ「ごみ NOW」への掲載、YouTube で動画の配信等で普及啓発、
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講習会を通じた家庭でのダンボールコンポストの利用促進を実施しています。ま

た、守山市の食品ロスの現状、エコレシピの紹介、3010 運動およびフードドライ

ブの推進などを啓発・実施しています。 
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第３章 総括と今後の方針 

１ 最終評価を踏まえた方針 

「守山市第２次食育推進計画」の最終評価の結果を踏まえつつ、本市の今後の取組に

ついての方針を以下に示します。 

(1) 食べることの大切さを学ぶ 

（成果） 

○ 市民アンケート調査から、食育への関心は８割を超えており、前回調査よ

り増加しました。また、食育の実践では「栄養バランスの取れた食事の実

践」が最も多く、これまでの食育に関する取組の成果と考えられます。 

○ 守山産の農産物を用いた給食の提供により、地元食材の啓発やバランスの

取れた食事の啓発を実施し、家庭科や生活科でも食に関する体験を実施し、

食育を推進しました。 

○ 健康推進員連絡協議会が守山北中学校でお弁当作りの実践に授業として参

画し、食育の啓発を実施しました。 

○ 保健だよりや給食だよりを通じた園児・児童・生徒・保護者への啓発を実

施しました。 

○ 栄養相談事業や乳幼児健診での栄養相談を通じ、食育指導を実施しました。 

（課題） 

○ 市民アンケート調査では食育の関心は前回調査より増加をしていたが、野

菜摂取・果物摂取・減塩等の取組は前回調査よりも悪化しており、食育に

ついての具体的な取組の啓発が必要です。 

○ 新型コロナウイルス感染症の流行により、共食の機会が減少しています。

新しい生活様式を踏まえた共食の推進が必要です。 

 

（国の考え方※） 

○ 食育の総合的な促進に係る事項では、従来と同様に７つの柱が掲げられて

いる。そのうち、「１．家庭における食育の推進」「２．学校、保育所等に

おける食育の推進」「３．地域における食育の推進」では子どもを中心に

その保護者、家庭へと食育の取組を展開することの重要性が示されてい

る。 

※第４次食育推進基本計画よりまとめ  

▶守山市の方針 

食育への関心が高まっていることから、継続的に望ましい食生活が定着する

ような施策を展開していきます。 

共食の機会の割合が減少し、また、新型コロナウイルス感染症の影響により

生活様式への変化が起こるなか、健康な食生活・規則正しい食生活、共食を改

めて推進していきます。 
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(2) 健康的な食生活を実践する 

（成果） 

○ 離乳食指導や個別栄養相談、健康推進員との連携により、各ライフステー

ジに必要な食に関する情報を提供しました。 

○ 園児・児童・生徒・保護者に対して、保健だよりや給食だより、授業等を

通じて生活リズムを整えることの大切さを啓発しました。 

○ 特定保健指導等で生活リズムを整えることや、バランスの取れた食事を

指導することができました。 

○ 健康イベントや出前講座で望ましい食生活の啓発を実施しました。 

○ ライフステージに応じた、歯科指導・歯科教育を実施しました。 

○ 地域の健康ボランティアである健康推進員の養成・現任教育を支援しま

した。 

（課題） 

〇 朝食の喫食状況は市民アンケート調査では前回調査を比較すると「毎日

食べる」が少なくなっています。 

〇 新しい生活様式を踏まえた健康イベントや出前講座の実施が必要です。 

〇 高齢者の歯科保健に対する意識が低いため、多職種と連携し、高齢者への

啓発を引き続き行うことが必要です。 

 

（国の考え方※） 

〇 今後５年間に特に取り組むべき重点事項の 1 つとして、「生涯を通じた心身

の健康を支える食育の推進」を位置づけ、「生涯を通じた食育」「子どもの

頃からの食育を重視」「無関心層にもアプローチできる自然に健康になれる

食環境づくり」の視点から整理する。 

・家庭、学校・保育所、職場、地域等の各場面において、地域や関係団体の

連携・協働を図りつつ生涯を通じた食育を推進する。 

・こどものうちに健全な食生活を確立することは、生涯にわたり健全な心身

を培い、豊かな人間性を育んでいく基礎となることに留意する。 

・健康や食に関して無関心な層も含め、デジタルツールや行動経済学に基づ

く手法の１つであるナッジ（そっと後押しする：人々がより良い選択を自

発的に取れるように手助けする手法）を活用する等、自然に健康になれる

食環境づくりを推進する。 

○ 近年多発する大規模災害に対する備えの観点から、災害に備えた食育の

推進が必要。 

※第４次食育推進基本計画よりまとめ  

▶守山市の方針 

市民アンケート調査では、朝食を毎日食べている人の割合や決まった時間

に３食食べている人の割合が減少しており、生涯を通じ、健康につながるよ

うな規則正しい生活習慣が身に付く施策を推進していきます。 

健康関心層と健康無関心層の二極化が進むなか、健康イベントや出前講座

などを通じ、栄養バランスに配慮した食生活の実践を推進していきます。 
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(3) 家庭や地域で食文化を語り継ぐ 

（成果） 

○ 栄養士等の専門職をはじめ保育や教育、地域などのさまざまな関係者によ

って、和食、郷土料理、伝統料理、地元農産物などについて、幼児期から

中学生まで切れ目なく指導・教育を行うとともに、あわせて保護者への普

及啓発を実施しました。 

○ 地域の農業との交流事業を行いました。 

○ 田植え体験、野菜栽培など、食物や食に関係する体験を実施しました。 

（課題） 

○ 市民アンケート調査では、次世代に伝えたい郷土・伝統料理の有無と実践

では、前回調査と比較し、「伝えたいものがあり、実際に伝えている」が少

なく、「伝えたいものがない」が多い状況です。 

○ 郷土料理・伝統料理などに幼少期よりこれらに親しむ機会を提供すること

が必要です。 

○ 郷土料理、伝統料理に親しむ機会を提供できるよう、継承している担い手

を確保することも必要です。 

 

（国の考え方※） 

〇 今後５年間に特に取り組むべき重点事項の 1 つとして、持続可能な食を

支える食育の推進を掲げ、そのために必要な「わ」として、「食と環境の

調和：環境の環（わ）」「（農林水産業や農山漁村を支える多様な主体との

つながりの深化：人の輪（わ）」「日本の伝統的な和食文化の保護・継承：

和食文化の和（わ）」を示している。 

・ 持続可能な食料システムにつながるエシカル消費、多様化する消費者の価

値観に対応したフードテック（食の最先端技術）への理解醸成、環境と調

和のとれた食料生産とその消費に配慮した食育を推進する。 

・ 農林漁業体験の推進、生産者等や消費者との交流促進、地産地消の推進等、

食の循環を担う多様な主体のつながりを広げ深める食育を推進する。 

・ 食育活動を通じて、郷土料理、伝統料理、食事の作法等、伝統的な地域の

多様な和食文化を次世代へ継承するための食育を推進する。  
※第４次食育推進基本計画よりまとめ  

▶守山市の方針 

郷土料理や伝統料理を伝える人が減少する中、伝統的な食文化が失われな

いよう、食文化の継承のため、学び・体験する機会を推進していきます。 

生活習慣病者（予備群含む）の増加や高齢者のフレイルなどが課題にある

中、主食・主菜・副菜をそろえた健康的な日本型食生活（和食）を推進して

いきます。 



37 

 

(4) 安全・安心な食を選択する 

（成果） 

○ 地元食材を給食に取り入れられるよう献立を工夫し、環境こだわり米を

100％使用しました。 

○ 市内農家や地元企業と協力し、地場産物を活用した商品の開発や PR を実

施できました。 

○ 環境こだわり農産物育成事業等を推進しました。 

○ 食品ロス削減に向けたレシピの作成や啓発を実施しました。 

（課題） 

○ 市民アンケート調査では、食品や食材を選ぶ時の基準で、「安全性」が前

回調査を下回りました。 

○ 地産地消の取組が学校給食や園・学校等の取組から、市民が生活の中で取

り入れることができるよう、市民の食品選択の意識、能力を高めていくこ

とが必要です。 

 

（国の考え方※） 

○ 食育の推進にあたっては、「食」と「農林水産業」のつながりの深化を図

ることが重要。 

○ SDGs への関心の高まりの中で、持続可能性の観点から農業生産、食品ロ

スなどの食育を重視。 

○ 日本各地で異常気象に伴う自然災害の頻発、地球規模の気候変動の影響

が顕在化などにより、食の在り方を考える上で環境問題を考えることが

必要。 

○ SNS の普及等により、食に関する様々な情報があふれ、信頼できる情報を

見極めることが難しくなっている。国や公益的な機関が、科学的知見に基

づく客観的な情報を提供するとともに、情報の提供に当たっては、その内

容を理解し、自律的に健全な食生活の実践につなげられるよう配慮が必

要である。 

※第４次食育推進基本計画よりまとめ  

▶守山市の方針 

食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている人は国よりも低く、また、

食品の選択の際に安全性で選ぶ市民が少なくなっていることから、正しい知

識の習得と食行動の重要性について、周知・啓発を推進していきます。 

また、地域の生産者との交流や農業体験ができる環境づくりを行い、食品ロ

ス削減に向けた活動や広報に取り組みます。 
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２ 後継計画の策定の考え方（概念図） 

後継となる計画は、最終評価を踏まえた本市の今後の方針を含めながら、「第

4 次食育推進基本計画」の考え方に即して再計画します。 

 

 成 果  
(1)食べることの大切さを学ぶ 
・ 食育への関心は８割を超えている。 
(2)健康的な食生活を実践する 
・ 各ライフステージに必要な食などに関する

情報を提供し、啓発ができた。 
(3)家庭や地域で食文化を語り継ぐ 
・ 和食、郷土料理、伝統料理、地元農産物な

どについて、幼児期から中学生まで切れ目
なく指導・教育を行うとともに、保護者へ
の普及啓発を実施できた。 

(4)安全・安心な食を選択する 
・ 地元食材を給食に取り入れ、環境こだわり

米を 100%使用した。 
・ 環境こだわり農産物育成事業等を推進し

た。 

 課 題  
(1)食べることの大切さを学ぶ 
・ 市民アンケート調査では食育の関心は前回

調査より増加をしていたが、野菜摂取・果
物摂取・減塩等の取組は前回調査よりも悪
化しており、食育についての具体的な取組
の啓発が必要。 

・ 新型コロナウイルス感染症の流行により、
共食の機会が減少している。新しい生活様
式に応じた共食の推進が必要。 

(2)健康的な食生活を実践する 
・ 朝食の喫食状況は市民アンケート調査では

前回調査を比較すると「毎日食べる」が少
なくなっている。 

・ 新しい生活様式を踏まえた健康イベントや
出前講座の実施が必要。 

(3)家庭や地域で食文化を語り継ぐ 
・ 市民アンケート調査では、次世代に伝えた

い郷土・伝統料理の有無と実践では、前回
調査と比較し、「伝えたいものがあり、実
際に伝えている」が少なく、「伝えたいも
のがない」が多かった。 

・ 郷土料理・伝統料理などに幼少期よりこれ
らに親しむ機会を提供していく必要があ
る。 

・ 郷土料理、伝統料理に親しむ機会を提供で
きるよう、継承している担い手を確保する
ことも重要である。 

(4)安全・安心な食を選択する 
・ 市民アンケート調査では、食品や食材を選

ぶ時の基準で、「安全性」が前回調査を下
回った。 

・ 地産地消の取組が学校給食や園・学校等の
取組から、市民が生活の中で取り入れるこ
とができるよう、市民の食品選択の意識を
高める取組が必要。 

 今後の方針  
(1)食べることの大切さを学ぶ 
・ 継続的に望ましい食生活が定着するよう

な施策を展開する。 
・ 健康な食生活・規則正しい食生活と多様

な関係がある共食を改めて推進してい
く。 

(2)健康的な食生活を実践する 
・ 生涯を通じた健康につながるよう、規則

正しい生活習慣が身に付く施策を推進す
る。 

・ 健康イベントや出前講座などを通じ、栄
養バランスに配慮した食生活の実践を推
進する。 

(3)家庭や地域で食文化を語り継ぐ 
・ 伝統的な食文化が失われないよう、食文

化の継承のため、学び・体験する機会を
提供する。 

・ 主食・主菜・副菜をそろえた健康的な日
本型食生活（和食）を推進する。 

(4)安全・安心な食を選択する 
・ 学校給食等を通じて産地や生産者を意識

できる関係づくりを推進する。 
・ 食品ロス削減のための取組を行う。 
・ 食品の安全性についての正しい知識の普

及啓発を実施する。 

 国の第 4 次計画の重点事項  

第 4 次食育推進基本計画 
「食育の環と 3 つの重点事項」 
① 生涯を通じた心身の健康を支える食育の

推進 
・ 高齢化が進む中で、「人生 100 年時代」に

向けて、国民 1 人 1 人が生涯にわたって
生き生きと過ごせることが重要である。
健康寿命の延伸や多様な暮らしに対応す
ることが必要。 

② 持続可能な食を支える食育の推進 
・ 健全な食生活を送るには、持続可能な環

境が不可欠である。食育の取組を進めて
いく中で、食を支える環境の持続に資す
る取組を推進する。 

③ 「新たな日常」やデジタル化に対応した
食育の推進 

・ 食育は、体験的な活動が多く、接触機会
も多いため、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止として「新しい生活様
式」への対応が必要である。デジタル技
術を上手く活用し、「新たな日常」の中で
高まる食への関心を生かした食育を推進
する。 

後継計画へ 
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■参考：行政の取組 詳細 

 (1) 食べることの大切さを学ぶ 

ア 食に関する体験や体験を通じた学習の機会の確保 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

小 学 校の

学 級 懇談

会 等 を通

じ た 保護

者 へ の普

及啓発 

幼児期から学童期

の子どもの保護者に

対して、家庭でもで

きるお手伝いの実施

について、啓発に努

めます。 

学級懇談会や個別懇談会、学

級通信等を通して、保護者に対

し、家庭でもできるお手伝いの

実施について啓発しています。 
Ａ 

学校教育

課 

保 育 園・

幼 稚 園等

で の 栽培

体 験 ・調

理体験 

乳幼児から食への

興味と意欲を引き出

し、正しい食習慣や

食に関する知識を身

に付けさせるととも

に、季節に応じた野

菜の栽培・収穫活動

や調理体験の場を設

け、食につながる取

組を推進します。 

年齢発達に応じた栽培活動

を行い、自分たちで水やりや草

引きをして育てることで、食べ

物への感謝の気持ちをはぐく

むことができています。また、

新型コロナウイルス感染症予

防対策の観点から、集団での調

理実習が困難なため、代替措置

として、野菜の下処理等の調理

体験を行っています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

学 校 での

守 山 産農

産 物 の利

活用 

産官学が連携した

「もりやま食のまち

づ く り プ ロ ジ ェ ク

ト」により、学校給食

や農業体験学習を通

じて、農業への関心

を高め、食と農の大

切さや食の安全性の

理解、地産地消を通

じた食料自給率や環

境配慮の向上への寄

与など、将来の地域

を担う子どもたちへ

の食育（食農教育）を

推進します。 

地元農家と協力し、市内ブラ

ンド野菜である「なばな」「守山

ほたる葱」「美崎大根」「笠原し

ょうが（土しょうが）」等を学校

給食へ提供することで子ども

たちに地場産物に親しむ機会

を設けた。 

Ａ 

農政課 

守山産の果物を使用したジ

ャム、モリヤマメロン、小浜ぶ

どう等の提供しました。もりや

まブランド選定 11品目である、

美崎だいこんと守山ほたる葱

を利用した新メニュー「守山の

恵み豆乳みそスープ」を提供し

地元の食材について啓発する

ことができています。 

Ａ 

保健給食

課 

 食育の一層の充実

を図るため、地場産

物を教材として活用

した調理実習を行っ

たり、学校給食に導

入するなどします。 

地場産物を学校給食で積極

的に活用することにより、食文

化や歴史について触れること

ができるように指導していま

す。 

Ａ 

保健給食

課 

子 ど もた

ち の 農業

体験 

子どもたちが農業

体験を通じて食物の

生産や農業について

知る機会を持てるよ

う、農業後継者クラ

近隣のこども会および市内

３保育園と速野学区子ども会

の子ども達を「いも掘り」に招

待し、農業体験を通じた食物の

生産や農業について知る機会

Ａ 

農政課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

ブが開設するいも園

に地元の保育園、幼

稚園、子ども会を招

待します。 

を提供した。 

小 学 生親

子 料 理教

室の開催 

調 理 体 験 を 通 し

て、食に関心を持た

せ、作ることや食べ

ることの楽しさを知

らせるために、小学

生の親子を対象にし

た料理教室を開催し

ます。 

令和元年度までは、親子料理

教室を通じて、地元食材を利用

した滋賀の伝統料理を作り、子

どもたちが地域の食文化に触

れる機会を提供しました。（令

和２、３年度は、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大防止

のために中止） 

Ｂ 

保健給食

課 

中 学 校の

家 庭 科授

業 へ の参

画 

食に関する理解の

促進や正しい食生活

の 形 成 な ど を 目 的

に、中学校の家庭科

授業の「食育推進講

座」の中で、健康推進

員とともに、食生活

の指導や弁当づくり

に取り組みます。 

毎年度、守山北中学校２年生

の家庭科授業において、守山市

健康推進員連絡協議会と連携

し、食生活の指導や弁当づくり

に取り組み、食に関する理解の

促進や正しい食生活の形成な

どに取り組んでいます。（Ｒ１

からＲ３までの間で、計 118名） 

また、新型コロナウイルス感

染症流行下において調理実習

ができない際も、レシピを配布

し、家庭での宿題にすること

で、食に関する体験や学習の機

会の確保ができています。 

Ａ 

すこやか

生活課 

各 地 区公

民 館 での

健 康 推進

員 に よる

食 育 の実

施 

各学区の公民館で

は、健康推進員によ

る食に関する学習会

を経年的かつ積極的

に開催します。 

各地区公民館で実施してい

る親子ほっとステーションに

おいて、レシピの配付や栄養に

ついての話をすることで食に

関する啓発をしています。 

Ｃ 

社会教

育・文化

振興課 

 

イ 生活の基礎としての食育推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

保 健 だ よ

り や 給 食

だ よ り 等

を 通 じ た

園 児 ・ 児

童 ・ 児 童

や 保 護 者

への啓発 

成長期における食

の重要性や、園・学校

における食育の取組

について、保護者に

理 解 を 深 め て も ら

い、家庭での取組に

つなげるため、給食

だ よ り を 発 行 し ま

す。 

栄養教諭を中心に、給食だよ

りを通じ、成長期における食の

重要性を子どもたちに伝える

とともに、手洗い行動チェック

や歯の指導、地産地消の推進等

の学校の取組を保護者に紹介

することで、家庭での取組につ

ながるように、啓発を行ってい

ます。 

Ａ 

保健給食

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

食 べ る こ

と を 楽 し

む 気 持 ち

を育む 

健康的な生活の基

礎としての「食を営

む力」を育むため、毎

日の活動と遊びの中

で食に関わる体験を

重ねたり、人と一緒

に食事をする喜びを

実感する中で、食べ

ることを楽しむ気持

ちを育てます。 

乳幼児から正しい

食習慣や食に関する

知識を身に付けるた

め、絵本や紙芝居を

利用して食育を推進

します。 

年齢に応じて作成する保育

計画の中に「食育」を位置づけ、

日々の給食から栄養バランス

を学んだり、みんなで一緒に食

べる時間を「楽しい」と感じる

よう働きかけています。 

また、絵本や教材を使って、

食に関する指導を行っていま

す。 
Ａ 

保育幼稚

園課 

学 校 給 食

を 通 じ た

配 膳 、 マ

ナ ー 等 の

習得 

正しい食事のとり

方や望ましい食習慣

を身に付け、共同作

業による責任感や連

帯感を養うため、学

校給食の準備から後

片付けに至る一連の

作業の仕方や作法に

ついて、給食指導と

して学級担任が指導

を行います。 

子どもたちが、給食準備から

後片付けに至る一連の作業を

通じて、共同作業による責任感

や連帯感、他の人と協力しなが

ら楽しく食事を取ることがで

きる自主的な態度等を養うよ

う指導しています。 

Ａ 

保健給食

課 

 

ウ 教科横断的な食育の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

小 中 学 校

の 家 庭 科

を 通 じ た

食育 

小学校高学年から

中学校では、家庭科

において食に関する

学習を進めており、

栄養や健康に及ぼす

影響、また、食物の生

産過程や調理を含め

た食育の学習を、小・

中学校において積極

的に推進します。 

小・中学校の家庭科の指導の

中で、食と健康との関連や食物

の生産過程や調理（感染症対策

の行動指針に基づき、調理実習

自粛期間は除く。）を含んだ学

習を進めています。 
Ｂ 

学校教育

課 

学 校 給 食

を 通 じ た

食育 

子どもが、学校給

食を通じて、教科な

どで取り上げられた

食品や学習したこと

を確認したり、栄養

や食品の産地などを

子どもたちが、学校給食を通

じて、社会科の米作りや家庭科

の栄養素、生命の大切等につい

て興味関心をもち、学習したこ

とをより深めることができる

よう、給食時間における指導を

Ａ 

保健給食

課 
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学習できるよう、給

食時間における指導

を行います。 

行っています。 

学 校 教 育

活 動 全 体

を 通 じ た

食育 

学校給食を生きた

教材として活用しつ

つ、給食の時間はも

とより、各教科や特

別活動、道徳、総合的

な学習の時間といっ

た学校教育活動全体

を通して食育を推進

します。 

家庭科での食物の学習や調

理実習、生活科での野菜栽培を

しています。 

スクール農園での野菜栽培

や田植え・稲刈り体験など、

様々な食物や食に関係する体

験を実施しています。 

Ｂ 

学校教育

課 

 

エ食育の必要性に関する啓発 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

栄 養 相 談

を 通 じ た

乳 幼 児 期

の 食 育 の

実施 

乳 幼 児 期 の 食 事

は、「からだを作る」

と同時に知的・精神

的発達とともに密接

に 関 係 す る こ と か

ら、正しい栄養や食

生活・マナーなどの

重要性についての啓

発を推進します。 

望ましい食や、食

育への理解を深める

ため、有線放送など

で広く市民に啓発し

ます。 

各種栄養相談事業（乳幼児健

診時栄養相談、すくすく健康相

談、個別栄養指導等）を通じて

個々の状況に合わせた乳幼児

期の食育について指導を行う

とともに、有線放送などにより

望ましい食や食育について、広

く市民に啓発を行うことがで

きています。 

（Ｒ１からＲ３まで 

乳幼児健診時の栄養相談 計 704 名 

すくすく健康相談 計 484名 

個別栄養相談   計 165名） 

Ａ 

すこやか

生活課 

学 校 給 食

試 食 会 の

実施 

小中学校では、学

校の食育推進の方向

性への理解や学校給

食への関心を深める

ため、PTA 保護者や就

学前の子どもたちに

よる給食試食会を実

施します。 

令和元年度までは、給食試食

会を実施し、食育や学校給食へ

の関心を深めることができて

いました。（令和２、３年度は、

新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のために中止） 

Ｂ 

保健給食

課 
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オ 食育のための環境整備 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

園 給 食 の

質の向上 

園児にさまざまな

食を体験してもらう

ため、給食に新メニ

ュ ー を 取 り 入 れ た

り、内容の見直しを

行うことで、園給食

の質の向上に努めま

す。 

２か月に１回、全園の代表調

理師と献立会議を行い、前２か

月の反省と翌２か月の献立検

討を行い、その中で、園児の喫

食状況を確認し、内容に反映し

ています。新型コロナウイルス

感染症予防対策および災害対

策の観点から、各園にて長期保

存できる食材を用いた新メニ

ューの調理実習を行っていま

す。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

園 職 員 向

け の 食 に

関 す る 勉

強 会 の 実

施 

食の指導を行う園

職員の質の向上のた

め、食に関する勉強

会を実施します。 

毎月１回、各園で給食会議を

行っており、その中で食育や離

乳食、食習慣に関する勉強会を

行っています。調理師を対象と

した動画による衛生研修や各

園での調理実習を行っていま

す。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

教 育 ・ 保

育 の 全 体

計 画 に 連

動 し た

「 食 に 関

す る 指

導 」 の 実

施 

各年齢を通して食

育 の 推 進 を 図 る た

め、教育・保育の全体

計画に連動した「食

に関する指導」を実

施します。 

新型コロナウイルス感染症

予防の観点から、飛沫防止対策

を行いながら、食事環境を整

え、安全で楽しい雰囲気作りを

行っています。懇談会や保護者

研修会（講演会）、おたより等

で情報発信を行っています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

学 校 に お

け る 食 に

関 す る 指

導 

子どもが食につい

て計画的に学ぶこと

ができるよう、各学

校において食に関す

る指導にかかる全体

計画を作成し、教科

横断的な指導を行い

ます。 

各学校において、食育主任や

担当教諭が「食に関する指導の

全体計画」を策定し、計画に基

づいた指導を実施しています。

給食の時間や家庭科、生活科、

体験学習等の様々な学習の中

で、児童生徒に対して食物や調

理など食に関わる指導を行っ

ています。 

Ａ 

学校教育

課 

 

 

カ 共食の推進、食を通じたコミュニケーションの推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

各 学 区の

公 民 館で

の 食 育活

動の実施 

各学区の公民館で

は、親子や地域住民

とのふれあいを目的

としたさまざまな食

に関する学習会を開

催します。 

各地区公民館で実施してい

る親子ほっとステーションに

おいて、レシピの配付や栄養に

ついての話をすることで食に

関する啓発をしています。 

Ｃ 

社会教

育・文化

振興課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

共 食 をテ

ー マ にし

た 出 前講

座の実施 

出前講座や健康教

育を活用し、誰かと

食事をすることの大

切さについて、啓発

します。 

様々なテーマの出前講座の

中で、乳幼児の保護者や高齢者

に対し、共食の大切さや食を通

じたコミュニケーションにつ

いて啓発しています。 

Ｂ 

すこやか

生活課 

乳 幼 児健

診 時 の食

育指導 

保護者へ乳幼児期

における家族との食

事の時間の大切さを

伝え、子どもが家族

との食事の中で食に

対する興味や意欲を

育み、食事マナーや

生活リズムなどを身

に付けていけるよう

に乳幼児健診などで

指導します。 

乳幼児健診時の指導におい

て、保護者へ乳幼児期における

家族との食事の時間の大切さ

を伝え、子どもが家族との食事

の中で食に対する興味や意欲

を育み、食事マナーや生活リズ

ムなどを身に付けていけるよ

う指導しています。指導の際

は、個々の状況を聞き取り、児

にあわせた声かけや関わり方

の工夫等について指導してい

ます。 

（Ｒ１からＲ３まで乳幼児健

診時の栄養相談 計 704 名） 

Ａ 

すこやか

生活課 

園 児 やそ

の 保 護者

へ の 共食

啓発 

人との関わりの中

で、誰かと一緒に食

べることを楽しみ、

誰かと食べたいと思

う心を育てます。ま

た、保護者にも一家

団らんの大切さを伝

えるため、おたより

や講演会などで啓発

します。 

新型コロナウイルス感染症

予防の観点から、飛沫防止対策

を行いながら、食事環境を整

え、安全で楽しい雰囲気作りを

行っています。 

また、懇談会や保護者研修会

（講演会）、おたより等で情報

発信を行っています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

家 庭 科を

通 じ た

「 共 食」

の 普 及啓

発 

小学校では、家庭

科の「家族とのふれ

あいを楽しもう」の

単元を通して、家族

との団らんや友だち

とのふれあいの重要

性を学習します。 

小学校の家庭科の学習では、

「家族とのふれあいを楽しも

う」の単元を通して、家族との

団らんや友だちとのふれあい

の重要性を指導しています。 

Ａ 

学校教育

課 

学 校 給食

等 を 活用

し た 共食

の推進 

食を通じた人間関

係形成能力を身に付

けるため、学校給食

の時間や家庭科の時

間、特別活動などを

活用した指導を推進

します。 

給食の時間や家庭科、生活

科、体験学習等の様々な学習を

通じて、友達や仲間と一緒に食

を通じた体験を深めることで、

人間関係形成能力の向上につ

ながる指導を行っています。 

Ｂ 

学校教育

課 
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 (2) 健康的な食生活を実践する 

ア 早寝・早起き・朝ごはんについての啓発・指導 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

乳 幼 児 健

診 や 栄 養

相 談 で の

指導 

乳 幼 児 健 診 や 栄

養相談を通じ、保護

者に対して、乳幼児

期か ら早 寝 ・早起

き・朝ごはんの習慣

を身 に付 け るよう

指導します。 

乳幼児健診や栄養相談にて、

保護者の生活状況に合わせ、規

則正しい生活リズムの指導を行

っています。 

また、指導を行った対象者に

ついては、次回の健診や相談に

て生活状況の確認を行い、必要

時は継続して指導を行っていま

す。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

特 定 保 健

指 導 な ど

を 活 用 し

た指導 

特 定 保 健 指 導 や

健康教育などで、朝

食摂 取の 大 切さに

ついて伝えます。 

特定保健指導等を通じて、朝

食摂取の大切さや、朝食摂取の

ために重要な早寝・早起きにつ

いて啓発・指導を行っています。 

一日の食事全体を見て、就寝

２時間以内の食事など生活リズ

ムの乱れ全体について指導を行

っています。（Ｒ１からＲ３まで

特定保健指導 計 487 名） 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

園 児 や 保

護 者 へ の

普及啓発 

早寝・早起き・朝

ごはんについて、媒

体や おた よ りを使

って 園児 や 保護者

に伝えるとともに、

保護 者を 対 象とし

た講 演会 な どを実

施します。 

新型コロナウイルス感染症予

防の観点から、飛沫防止対策を

行いながら、食事環境を整え、安

全で楽しい雰囲気作りを行って

います。 

また、おたより等で情報発信

を行っています。 

Ａ 

保育幼

稚園課 

家 庭 科 や

学 級 活 動

等 を 通 じ

た学習 

小 学 校 で の 家 庭

科や学級活動、日常

の指 導な ど におい

て、朝食摂取の大切

さや早寝・早起き・

朝ご はん の 実践に

ついて指導します。 

家庭科、保健の授業を通じて、

朝食や睡眠の役割・効果を伝え、

生活リズムと整えることの大切

さを指導しています。 

また、日常の指導の中でも、児

童に対して早寝・早起き・朝ごは

んについて声掛けを行っていま

す。 

さらに、生活リズムが乱れや

すい長期休暇の前後には、早寝・

早起き・朝ごはんについて改め

て啓発を行い、児童への指導を

年間通じて行っています。 

Ａ 

学校教

育課 

学 校 を 通

じ た 保 護

者 へ の 普

及啓発 

小学校では、保護

者対 象に 給 食に関

する アン ケ ートを

行ったり、食育に関

する 通信 に より情

懇談会等において、全国学力・

学習調査の結果をもとにした保

護者向けリーフレット「守山市

の子どもたちの学ぶ力向上をめ

ざして」を活用し、基本的生活習

Ａ 

学校教

育課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

報を 提供 し たりす

るなど、「早寝・早起

き・朝ごはん」運動

の推進を図ります。 

慣の定着の大切さを啓発してい

ます。 

青 少 年 育

成 市 民 会

議 で の 普

及啓発 

早寝・早起き・朝

ごは ん運 動 を地域

全体 で取 り 組める

よう 青少 年 健全育

成団 体を 通 じて啓

発活 動を 実 施しま

す。 

「早寝・早起き・朝ごはん」運

動の取組として、青少年育成市

民会議において「早寝・早起き・

朝ごはん」のクリアファイルを

作成し、研修会や大会等のイベ

ントの場で配付して啓発活動を

実施しています。 

Ｂ 

社会教

育・文

化振興

課 

 

イ 健康的な生活リズムについての啓発・指導 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

乳 幼 児 健

診 等 で の

指導 

乳 幼 児 健 診 や 栄

養相談を通じ、保護

者に対して、乳幼児

期か ら１ 日 ３食規

則正 しく 食 べる習

慣を 身に 付 けるよ

う指導します。 

保護者に対して、

乳幼 児期 に おける

家族 との 食 事の時

間の大切さを伝え、

子ど もが 家 族との

食事 の中 で 食に対

する 興味 や 意欲を

育み、食事マナーや

生活 リズ ム などを

身に 付け て いける

よう に乳 幼 児健診

などで指導します。 

乳幼児健診や栄養相談にて、

チラシや子育てガイドブックを

使用して、規則正しい食生活や

食に対する意欲の育みなどの必

要性について指導を行っていま

す。 

また、継続相談を希望された

り、必要がある方はすくすく健

康相談でフォローを行っていま

す。 Ｂ 

すこや

か生活

課 

メ タ ボ リ

ッ ク シ ン

ド ロ ー ム

該 当 者 や

そ の 予 備

対 象 者 へ

の 食 事 指

導 

メ タ ボ リ ッ ク シ

ンド ロー ム 該当者

やそ の予 備 軍対象

者に、生活習慣の改

善のため、個別の保

健指導を実施し、１

日３ 食規 則 正しく

食べることや、間食

の時間や量、健康的

な生 活リ ズ ムなど

につ いて 指 導しま

す。 

特定保健指導の中で、本人の

状況に合わせた健康的な生活リ

ズムについて、指導を行いまし

た。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

保 健 だ よ

り や 給 食

だ よ り 等

を 通 じ た

園 児 ・ 児

童・児童や

保 護 者 へ

の啓発（再

掲） 

健 康 的 な 生 活 リ

ズムの確立のため、

媒体 や講 演 会など

を使って、園児・児

童や 保護 者 に対す

る啓 発活 動 を推進

します。 

月１回発行している保健だよ

りや給食だより、園内掲示等を

使って、規則正しい生活リズム

の確立などについての啓発を行

っています。 

Ａ 

保育幼

稚園課 

栄養教諭を中心に、給食だよ

りを通じ、成長期における食の

重要性を子どもたちや保護者に

啓発し、生涯を通じた食生活習

慣の基盤形成を推進していま

す。 

Ａ 

保健給

食課 

家庭科、保

健 の 授 業

を 通 じ た

普及啓発 

小 学 校 で の 家 庭

科や 学級 活 動にお

いて、正しい生活習

慣の 大切 さ を指導

します。 

家庭科、保健の授業を通じて、

朝食や睡眠の役割・効果を伝え、

生活リズムを整えることの大切

さを指導しています。 

また、日常の指導の中でも、児

童に対して早寝・早起き・朝ごは

んについて声掛けを行っていま

す。 

さらに、生活リズムが乱れや

すい長期休暇の前後には、基本

的な生活習慣の大切さについて

改めて啓発を行い、児童への指

導を年間通じて行っています。 

Ａ 

学校教

育課 

毎月の「お

な か す っ

きりの日」

に よ る 普

及啓発 

規 則 正 し い 排 便

習慣 を身 に 付ける

ため、おなかすっき

りの日を設け、食物

繊維 をと る ことの

大切 さを 啓 発しま

す。 

毎月おなかすっきりの日を通

して、食物繊維を摂取すること

の大切さなどについて啓発でき

ています。特に 11月の目標を「食

物せんいをたっぷりとろう」と

し、食物せんい強化月間として、

「食育もーりもり」通信でお知

らせしたり、食物繊維を多く取

れるように工夫した献立を提供

しています。 

Ａ 

保健給

食課 
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ウ 食事量・栄養バランスに関する知識の習得 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

親 子 ほ っ

と ス テ ー

シ ョ ン 事

業 と し て

の離乳食、

お や つ 試

食 会 の 実

施 

親 子 ほ っ と ス テ

ーション（家庭教育

推進事業）の一環と

して離乳 食やお や

つの試食 会を開 催

し、乳幼児の保護者

を対象に、乳幼児期

の食事の 量や内 容

について 啓発を 行

います。 

各地区公民館で実施している

親子ほっとステーションにおい

て、離乳食の試食会やおやつ試

食会を実施していましたが、新

型コロナウイルス感染症の流行

後は、レシピの配付や栄養につ

いての話をすることで食に関す

る啓発を実施しました。 

Ｃ 

社会教

育・文

化振興

課 

離 乳 食 の

試 食 会 の

開催 

離 乳 食 試 食 会 を

開催し、乳児の保護

者を対象 に離乳 食

の量や内 容につ い

て啓発を行います。 

離乳食レシピの配布やサンプ

ルを掲示することで乳児の保護

者に対し、離乳食について啓発

を行っています。 

また、離乳食講話でも個別の

相談に応じることで保護者の食

の悩みを解決することができて

います。 

な お 、 令 和 ３ 年 度 か ら 、

YouTube にて「離乳食のすすめか

た」動画を公開しています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

園 児 向 け

の 絵 本 や

教 材 を 使

っ た 栄 養

バ ラ ン ス

の学習 

絵 本 や 教 材 な ど

を使って、栄養バラ

ンスにつ いて学 ぶ

機会を設けます。 

 自分の 食べら れ

る量を自 分で考 え

られるよ う指導 し

ます。 

日頃の保育の中で、絵本や教

材を使うだけでなく、給食に使

用する食材を３色の栄養素に分

類し、栄養バランスについて学

ぶ機会を設けています。 

また、日々の給食提供の中で、

園児自身が自分の食べられる量

を職員に伝え、自分自身が食べ

られる量を知り、食べきる達成

感を味わうことができていま

す。 

Ａ 

保育幼

稚園課 

給 食 を 通

じ た ３ 色

栄養、６つ

の 基 礎 食

品の学習 

給 食 時 間 等 を 利

用して、３色栄養、

６つの基 礎食品 の

指導をします。 

子どもたちが、栄

養価を知 り自分 で

バランス の良い 食

事を選択 できる よ

う月一回 セレク ト

給食の日 を設け 指

導してい ます。 ま

た、小学校では３学

期に、６年生のバイ

キング給 食や５ 年

令和元年度までは、バイキン

グ給食、鍋給食を実施し、子ども

たちが望ましい栄養や食事の取

り方を理解し、自ら管理してい

く能力を身につける取組を行っ

ていました。しかし、令和２、３

年度は、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大防止のために、

実施が困難になっています。 

Ｂ 

保健給

食課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

生の鍋給 食を実 施

します。 

有 線 放 送

を 活 用 し

た 普 及 啓

発 

望ましい食や、食

育への理 解を深 め

るため、有線放送な

どで広く 市民に 啓

発します。 

有線放送を通じて、毎月季節

に応じた食の話を紹介し、健康

の保持増進や食育について広く

市民に啓発を行っています。 

Ａ 

保健給

食課 

公 民 館 で

の 料 理 教

室開催 

男 性 の 料 理 教 室

を開催し、料理体験

の機会を設け、自分

に合った 量やバ ラ

ンスの選 択につ い

て学習で きる機 会

を設けます。 

公民館の講座として、パン作

り、お菓子作りなどの料理教室

を開催しました。（食事や調理を

伴う学習会は新型コロナウイル

ス感染症流行後は実施できてい

ない） 

Ｄ 

社会教

育・文

化振興

課 

市 民 や 自

主 グ ル ー

プ 対 象 の

勉 強 会 の

開催 

自分に合った量・

栄養バラ ンスの 食

事を選択 するた め

に、市民や自主グル

ープなど を対象 と

した勉強 会を実 施

します。 

健康に関する団体・自主グル

ープを対象に、メタボリックシ

ンドロームや生活習慣病に関す

る勉強会を毎年継続的に行うと

ともに、運動教室の実施を支援

しています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

 

エ 健全な食事内容に関する啓発・指導 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

妊 娠 期 か

ら 乳 幼 児

期 に お け

る 食 育 の

推進 

新 し く 生 命 を 宿

した妊婦 の食生 活

については、その胎

児の健康 を大き く

左右することから、

妊産期に おける 食

育の啓発 を推進 し

ます。 

乳 幼 児 期 の 食 事

は、「からだを作る」

と同時に知的・精神

的発達と ともに 密

接に関係 するこ と

から、正しい栄養や

食生活・マナーなど

の重要性 につい て

の啓発を 推進し ま

す。 

乳 幼 児 健 診 や 栄

養相談を通じ、保護

者に対して、乳幼児

に合った 食事の 量

様々な年代を対象とした事業

を通じ、妊産期から乳幼児期、高

齢期までの各ライフステージに

必要な、栄養や食生活の正しい

情報を適切に提供し、食育を推

進することができています。（Ｒ

１からＲ３まで集団離乳食指導 

計 1,009 名 

子育てタウンアプリでの食育

の啓発実施 

食育月間（６月）広報啓発。 

食育の日（19 日）健康推進員

がティッシュ配布を実施 

Ａ 

すこや

か生活

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

や内容に ついて 指

導します。 

メ タ ボ リ

ッ ク シ ン

ド ロ ー ム

該 当 者 や

そ の 予 備

群 対 象 向

け の 個 別

指 導 の 実

施 

メ タ ボ リ ッ ク シ

ンドロー ム該当 者

やその予 備群対 象

者に、生活習慣の改

善のため、個別の保

健指導を実施し、食

事の量や 内容な ど

について 指導し ま

す。 

特定保健指導の中で、本人の

状況に合わせた健康的な生活リ

ズムについて、指導を行いまし

た。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

若 い 世 代

の 女 性 向

け の 普 及

啓発 

若 い 世 代 の 女 性

のやせ志 向につ い

て、無理なダイエッ

トの予防 や食生 活

に関する 正しい 知

識の普及について、

啓発を行います。 

３月の女性の健康週間に合わ

せて、女性の健康に関するポス

ターの掲示、パンフレットの設

置や市ホームページでの啓発を

実施しています。 

Ｃ 

すこや

か生活

課 

減塩・野菜

摂 取 増 加

に 向 け た

普及啓発 

減 塩 や １ 日 平 均

野菜 350ｇの摂取に

ついて、目標値を示

した啓発 を行い ま

す。 

推定野菜摂取量測定イベント

では、買い物ついでの人をイベ

ントに呼び込むことができ、働

き盛り世代にアプローチをする

ことができた。推定野菜摂取量

はイベント初回と最終回を比較

すると、上昇しており、野菜摂取

の啓発が生活習慣の変化に影響

があったと考えられます。 

推定野菜摂取量測定イベント 

計 12 回、891 名（R3） 

Ａ 

すこや

か生活

課 

高 齢 期 に

お け る 食

に 係 る 出

前 講 座 の

実施 

生 活 習 慣 病 予 防

や介護予 防に役 立

つよう、高齢期にお

ける食事 につい て

出前講座 などで 啓

発します。 

高齢期における食事について

幅広いテーマで出前講座を実施

することができた。 

Ａ 地域包

括支援

センタ

ー 

高 齢 期 に

お け る 医

療 専 門 職

に よ る 低

栄養・口腔

機 能 に 係

る 出 前 講

座の実施 

生 活 習 慣 病 予 防

や介護予 防に役 立

つよう、高齢期にお

ける食事 につい て

出前講座 などで 啓

発します。 

管理栄養士、歯科衛生士、言語

聴覚士等の医療専門職から低栄

養の予防や口腔機能の維持につ

いて介護予防教室等で啓発を行

っています。 
Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

健 康 イ ベ

ン ト や 学

区 民 の つ

ど い を 通

も り や ま 健 康 フ

ェスティ バルな ど

のイベン トにお け

る健康測 定体験 や

健康無 関心層や若年層に 対

し、健康イベントや学区民のつ

どいを通して、食事内容に関す

る啓発・指導を行っています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 



51 

 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

じ た 普 及

啓発 

健康相談、健康な食

に関する 啓発に 努

めます。 

 

オ 健康な食生活に関する啓発 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

有 線 放 送

を 活 用 し

た 健 康 な

食 生 活 に

関 す る 啓

発 

望ましい食や、食

育への理 解を深 め

るため、有線放送な

どで広く 市民に 啓

発します。 

有線放送において「食育」「歯

と口の健康」「食中毒予防」「年末

年始の食事」などテーマを変え

て市民に広く啓発しています。 

また、有線放送の他にも食育

のチラシを作成し、乳幼児健診

や自治会回覧などで配布し、健

康な食生活に関する啓発を行っ

ています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

減 塩 や １

日 平 均 野

菜 350ｇに

係 る 普 及

啓 発 の 実

施 

減 塩 や １ 日 平 均

野菜 350ｇなどの健

康的な食 事を推 進

するため、健康づく

りに役立 つ料理 の

レシピの 提供な ど

を通じて 啓発を 図

ります。 

健 康 講 座 や パ ン

フレットの配布、ホ

ームペー ジへの 掲

載など地 域の住 民

の健康・栄養状態等

の把握に 応じた 食

に関する 情報提 供

に努めます。 

 

減塩や １日平均野菜摂取 量

350ｇの実現に向け、市広報や HP

の掲載、健康イベント時にレシ

ピの配布などを実施していま

す。 

また、糖尿病の基準値(HbA1c）

が他市町より高い実態を踏ま

え、血糖値が下がりやすいレシ

ピの提供や野菜摂取の啓発など

を行っています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

健 康 イ ベ

ン ト や 学

区 民 の つ

ど い を 通

じ た 普 及

啓 発 （ 再

掲） 

も り や ま 健 康 フ

ェスティ バルな ど

のイベン トで健 康

な食生活 に関す る

啓発を行います。 

健康無 関心層や若年層に 対

し、健康イベントや学区民のつ

どいを通して、食事内容に関す

る啓発・指導を行っています。 Ｂ 

すこや

か生活

課 

市 内 企 業

団 体 と の

連 携 し た

普及啓発 

も り や ま 健 康 フ

ェスティ バルな ど

のイベン トで健 康

な食生活 に関す る

啓発を行います。 

関係機関等の要請に応じ、商

工会議所や市企業内人権教育推

進協議会などの市内企業団体と

連携して、チラシの配付をする

など、広報・啓発を行っていま

す。 

Ｃ 

商工観

光課 
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カ 栄養・食事の相談・指導の実施 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

乳 幼 児 か

ら 高 齢 者

ま で 保 健

事 業 を 通

じ た 相 談

支 援 の 実

施 

母子保健事業（す

くすく健康相談・赤

ちゃんサロン・カン

ガルー教室・よちよ

ちサロン）や母子保

健相談指導事業（妊

産婦・新生児訪問）

を通じて、正しい生

活習慣の 確立に 関

する啓発 を推進 し

ます。 

母 子 健 康 手 帳 交

付時や訪問指導、健

康教育、乳幼児健診

時などを通じて、栄

養や食生 活につ い

ての助言・指導を行

います。 

乳 幼 児 か ら 高 齢

者まで、日頃の健康

づくりや 生活習 慣

病の予防、重症化予

防などに 関する 相

談に応じるため、保

健師や栄養士、歯科

衛生士な どによ る

健康相談 事業を 実

施します。 

健康的な食生活の実践に関し

て、妊娠期からネウボラ面接を

通して指導を行っています。 

また、母子保健事業等を通し

て、栄養や食生活について、歯科

も含めた幅広い相談に対応する

ことで、啓発・指導に努めていま

す。 

特に糖尿病発症予防や糖尿病

重症化予防のため、リスクのあ

る対象者に向けて栄養相談の案

内等をしています。また、健康相

談は、面談・電話・ＷＥＢの別を

問わず、随時実施をしています。 
Ａ 

すこや

か生活

課 

ア レ ル ギ

ー 食 へ の

対策推進 

生 活 習 慣 病 の 予

防や、食物アレルギ

ーへの対 応など の

観点から、栄養学な

どの専門 知識を 有

する栄養 教諭が 中

心となって、児童の

個別の事 情に応 じ

た栄養相談・指導を

行います。 

「守山市学校給食における食

物アレルギー対応マニュアル」

に基づき、きめ細やかな対応を

行う中、安全・安心な給食の実施

を進めています。 

また、給食を通じて、栄養につ

いて、心身の健康と食生活の関

連を重視した指導を行っていま

す。 

Ａ 

保健給

食課 
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キ 生活習慣病の予防のための取組の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

小・中学校

の家庭科、

保 健 で の

学習 

小 学 校 高 学 年 か

ら中学校では、家庭

科におい て食に 関

する学習 を進め て

おり、栄養や健康に

及ぼす影響、また、

食物の生 産過程 や

調理を含 めた食 育

の学習を、小・中学

校におい て積極 的

に推進します。 

小・中学校の家庭科の指導の

中で、食と健康との関連や食物

の生産過程や調理（感染症対策

の行動指針に基づき、調理実習

自粛期間は除く。）を含んだ学習

を進めています。 

また、保健の授業においても、

生活習慣病について学習してい

ます。 

Ｂ 

学校教

育課 

食 生 活 改

善 普 及 運

動 期 間 や

食 育 月 間

で の 普 及

啓発 

栄 養 や 食 生 活 に

関する啓 発を強 化

するとともに、出前

講座など で推進 し

ます。 

生活習慣病の予防のため、食

生活改善普及運動期間や食育月

間などに栄養や食生活に関する

啓発を実施することができた。 

（Ｒ１からＲ３まで啓発ティッ

シュの配布(６～12 月の 19 日)、

アプリでの情報配信、自治会回

覧（全戸配布）の実施、レシピ集

の配布など） 

出前講座実績 

 R 元 59 回 1,859 名 

 R2  30 回  670 名 

 R3  11 回  134 名 

Ａ 

すこや

か生活

課 

市 内 企 業

団 体 と の

連 携 し た

普 及 啓 発

（再掲） 

栄 養 や 食 生 活 に

関する啓 発を強 化

するとともに、出前

講座など で推進 し

ます。 

関係機関等の要請に応じ、商

工会議所や市企業内人権教育推

進協議会などの市内企業団体と

連携して、チラシの配付をする

など、広報・啓発を行っていま

す。 

Ｃ 

商工観

光課 

生 活 習 慣

病 予 防 の

た め の 啓

発 

す こ や か ま ち づ

くり行動 戦略市 民

啓発事業として、食

を通じた 健康づ く

りの推進 や生活 習

慣病予防 のため の

啓発を進めるため、

食育講演 会や健 康

づくりを テーマ と

した講演 会を開 催

します。 

講演会 から実施方法を変 更

し、商業施設において、健康関心

層、健康無関心層のいずれもが

参加しやすい取組として、推定

野菜摂取量測定会を実施してい

ます。食や野菜をテーマとした

イベントを開催することで、市

民に対し、健康や食について学

び、関心を持ってもらう取組が

できています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

自 治 会 等

で の 出 前

講 座 の 実

施 

食を通じた健康づくり・生活

習慣病予防について幅広いテー

マで出前講座を実施することが

できています。 

また、自治会等で健康教育等

を行うことで、高齢者が身近な

Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

地域で継続的に健康づくりや介

護予防の取組を実践できるよう

支援しています。 

健 康 イ ベ

ン ト や 学

区 民 の つ

ど い を 通

じ た 普 及

啓 発 （ 再

掲） 

も り や ま 健 康 フ

ェスティ バルな ど

のイベン トで食 を

通じた生 活習慣 病

予防に関 する啓 発

を行います。 

新型コロナウイルス感染症拡

大の影響等で、実施できない年

度もありましたが、課題である

健康無関心層や若年層に対し、

健康イベントや学区民のつどい

を通して、野菜を摂取し、バラン

スのとれた食事を摂取すること

で、生活習慣病の予防になるこ

との啓発を行っています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

市 内 企 業

団 体 と の

連 携 し た

普 及 啓 発

（再掲） 

も り や ま 健 康 フ

ェスティ バルな ど

のイベン トで食 を

通じた生 活習慣 病

予防に関 する啓 発

を行います。 

関係機関等の要請に応じ、商

工会議所や市企業内人権教育推

進協議会などの市内企業団体と

連携して、チラシの配付をする

など、広報・啓発を行っていま

す。 

Ｃ 

商工観

光課 

自 治 会 等

で の 出 前

講 座 の 実

施（再掲） 

も り や ま 健 康 フ

ェスティ バルな ど

のイベン トで食 を

通じた生 活習慣 病

予防に関 する啓 発

を行います。 

食を通じた健康づくり・生活

習慣病予防について幅広いテー

マで出前講座を実施することが

できています。 

また、自治会等で健康教育等

を行うことで、高齢者が身近な

地域で継続的に健康づくりや介

護予防の取組を実践できるよう

支援しています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

地域包

括支援

センタ

ー 

生 活 習 慣

病 予 防 に

か か る 出

前 講 座 の

実施 

食 事 と 運 動 な ど

生活習慣 病の予 防

について、健診や健

康教育出 前講座 な

どさまざ まな事 業

と連携して、啓発を

します。 

感染症対策を十分に行った上

で、メタボリックシンドローム

や糖尿病など、生活習慣病予防

について、出前講座を行ってい

ます。 

また、新型コロナウイルスワ

クチン大規模接種会場の接種後

待機会場で、健(検)診受診の啓

発の動画を上映しました。さら

に、ワクチン接種会場で上映し

た啓発動画を YouTube に掲載す

ることで、自宅でも見られるよ

うにしています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

関 係 機 関

と 連 携 し

た 働 く 世

代 へ の 普

及啓発 

地 域 団 体 や 関 係

機関などと連携し、

ライフス テージ に

応じた生 活習慣 病

に関する 啓発を 推

進します。特に、働

いている 世代に 伝

(株)平和堂と協働、滋賀県栄

養士会や守山市健康推進員連絡

協議会と連携し、働き盛り世代

や健康無関心層をターゲット

に、健康イベントを行い、生活習

慣病予防のための取組を実施し

ています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

わるよう 商工会 議

所などの 関係機 関

と連携し、わかりや

すい情報 提供の 充

実を図ります。 

 

また、商工会議所が発行する

「あすのたね」へ生活習慣病に

関する啓発記事を掲載し、働く

人へ啓発しています。 

市 内 企 業

団 体 と の

連 携 し た

普 及 啓 発

（再掲） 

地 域 団 体 や 関 係

機関などと連携し、

ライフス テージ に

応じた生 活習慣 病

に関する 啓発を 推

進します。特に、働

いている 世代に 伝

わるよう 商工会 議

所などの 関係機 関

と連携し、わかりや

すい情報 提供の 充

実を図ります。 

関係機関等の要請に応じ、商

工会議所や市企業内人権教育推

進協議会などの市内企業団体と

連携して、チラシの配付をする

など、広報・啓発を行っていま

す。 
Ｃ 

商工観

光課 

動 画 配 信

や 自 治 会

回 覧 等 で

の 普 及 啓

発の実施 

市広報をはじめ、

各種団体 等の機 関

誌を活用するなど、

啓発内容 の工夫 を

図ります。 

市広報、HP、すこやかセンター

だよりにおいて、食育や生活習

慣病予防、健診について、啓発を

実施しています。 

また、新しい生活様式を踏ま

え、動画配信や自治会回覧等の

手法での啓発も実施していま

す。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

市 内 企 業

団 体 と 連

携 し た 普

及啓発（再

掲） 

市広報をはじめ、

各種団体 等の機 関

誌を活用するなど、

啓発内容 の工夫 を

図ります。 

関係機関等の要請に応じ、商

工会議所や市企業内人権教育推

進協議会などの市内企業団体と

連携して、チラシの配付をする

など、広報・啓発を行っていま

す。 

Ｃ 

商工観

光課 

生 活 保 護

受 給 世 帯

（者）への

指導 

 

生 活 保 護 受 給 世

帯（者）に対し、適

正・適切 な医療 扶

助、介護扶助等の実

施に努め ます。 ま

た、規則正しい生活

習慣や健康の保持・

増進に関 する生 活

指導を行います。 

生活保護受給者世帯（者）の規

則正しい生活習慣や健康管理に

向け、ケースワーカーや保健指

導員による生活指導、訪問・相

談・受診同行・指導等を行い、生

活習慣病の予防や重症化予防の

ための取組を実施しています。 

Ａ 

健康福

祉政策

課 
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ク 生活習慣病のリスクの発見・リスクの低減 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

自 治 会 と

連 携 を し

た 普 及 活

動 

健 康 診 査 お よ び

特定保健 指導の 受

診は、日ごろの食生

活の振り 返りに 必

要である ことを 啓

発し、自治会での健

康づくり の取組 な

どを支援 するこ と

で、より積極的に受

診勧奨を 展開し ま

す。 

「わ」で輝く自治会応援報償

において、「健康」の項目を設け、

「健（検）診受診率向上への取

組」を健康必須項目と設定し、自

治会内での啓発を実施してもら

うように努めています。（具体的

には、市が実施している健（検）

診チラシの作成等） 

ほかにも「健康づくりに資す

る事業の実施」の項目では、健康

教室の開催、BIWA-TEKU の啓発

等、健康づくりの推進に取り組

めるようにしています。 

「わ」で輝く自治会応援報償

の「健康」取組自治会数 

 平成 30 年度 59 自治会 

 令和元年度  65 自治会 

 令和２年度  65 自治会 

 令和３年度  62 自治会 

Ａ 

すこや

か生活

課 

自 治 会 等

で の 健 診

受 診 勧 奨

に 係 る 普

及 啓 発 の

実施 

健 康 診 査 お よ び

特定保健 指導の 受

診は、日ごろの食生

活の振り 返りに 必

要である ことを 啓

発し、自治会での健

康づくり の取組 な

どを支援 するこ と

で、より積極的に受

診勧奨を 展開し ま

す。 

健診受診勧奨について幅広い

テーマで出前講座を実施してい

ます。 

また、自治会等で健康教育等

を行うことで、高齢者が生活習

慣を見直し、健康づくりや介護

予防の取組を実践できるよう支

援しています。 

Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

特 定 保 健

指 導 の 実

施 

特 定 健 康 診 査 受

診者で、メタボリッ

クシンド ローム の

リスクが ある人 を

対象に特 定保健 指

導を実施し、疾病予

防のため の生活 習

慣の見直 しなど に

ついてサ ポート し

ます。 

特定保健指導において、市デ

ータヘルス計画の目標値である

実施率（R5 60％）は達成できま

せんでしたが、生活習慣病発症

リスクの高い人に、疾病予防の

ための生活習慣の見直しや継続

支援等のサポートを行うことが

できています。 

また、実施率向上のために、電

話での勧奨や訪問での保健指導

などを行った。感染症の拡大下

においても安心して面接がうけ

られるように、オンラインでの

保健指導ができる環境を整える

ことができています。 

（Ｒ１からＲ３まで 487 名） 

Ｂ 

すこや

か生活

課 
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ケ 高齢者の健康な食生活の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

各 種 団 体

が 実 施 す

る 健 康 づ

く り 活 動

の 把 握 と

教 室 へ の

参加勧奨 

他市町や各種団体

などが実施する高齢

者の健康づくり活動

の把握を行い、広報な

どを通じて活動事例

の紹介を行います。 

各種団体などが実施する高

齢者の健康づくり活動の活動

内容を把握し、様々な場で紹介

を行い、参加勧奨をしていま

す。 

Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

長寿政

策課 

自 治 会 等

で の 出 前

講 座 の 実

施（再掲） 

出前講座や学区・自

治会等での介護予防

講座を通じて、低栄養

の予防などの高齢者

の健康づくりと介護

予防について啓発し、

各自が健康づくりや

介護予防の取組を実

践できるよう支援し

ます。 

食を通じた健康づくり・生活

習慣病予防について幅広いテ

ーマで出前講座を実施してい

ます。 

また、自治会等で健康教育等

を行い、高齢者が身近な地域で

継続的に健康づくりや介護予

防の取組を実践できるよう支

援しています。 

Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

 

介 護 予 防

教 室 の 開

催 

地域の担当保健師

等が、地域の特性に応

じた介護予防教室の

開催や相談支援を行

い、高齢期の食などに

ついて啓発します。 

各圏域地域包括支援センタ

ーにおける介護予防教室では、

地域課題に応じた内容を実施

することができています。 
Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

 

 

コ 障害のある人の健康な食生活の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

本 人 や 家

族 へ の 普

及啓発 

障害のある人の生

活習慣病を予防する

ため、本人・保護者等

に対する啓発を行う

とともに、食生活や運

動など総合的な支援

を推進します。 

障害のある人の生活習慣病

を予防するため、本人や家族・

障害福祉サービス事業者等に

指導や相談支援を行っていま

す。 

Ｃ 

障害福

祉課 

すこや

か生活

課 

当 事 者 団

体、支援機

関 等 へ 健

康・栄養相

談 に つ い

ての周知、

普及啓発 

健康管理が十分で

なく、メタボリックシ

ンドローム傾向にあ

る知的障害のある人

などに対し、保健師・

栄養士などを障害者

施設に派遣し、健康教

室などの実施を通じ

て健康づくりを推進

します。 

健康管理が十分でなく、メタ

ボリックシンドローム傾向に

ある知的障害のある人などに

対し、保健師・栄養士などを障

害者施設に派遣し、健康教室な

どを実施できるよう体制を整

え、関係機関より要望があった

際に、随時健康相談、情報提供

を行っています。 

Ｂ 

障害福

祉課 

すこや

か生活

課 

 



58 

 

サ 歯と口腔の健康の保持・増進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

生 涯 歯 科

保 健 計 画

の推進 

生涯自分の歯でおい

しく食事をする 8020 運

動の推進のために、生涯

歯科保健計画を推進し

ます。 

生涯歯科保健計画を確実

に推進させるため、進捗管

理の場として毎年度生涯歯

科 保 健 推 進 協 議 会 を 開 催

し、課題や問題点について

協議しています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

市広報・有

線 放 送 な

ど で の 口

腔ケア、口

腔 衛 生 に

係 る 普 及

啓発 

歯の健康を守るため、

歯磨きの習慣や口腔ケ

アの必要性、う歯や歯周

病の予防などの口腔衛

生について有線放送な

どで啓発します。 

歯磨きの習慣や口腔ケア

の必要性、う歯や歯周病の

予防などの口腔衛生につい

て、市広報・有線放送などで

計 画 ど お り 啓 発 し て い ま

す。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

 

シ 子どもの歯と口腔の健康の保持・増進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

乳 幼 児 健

診 や 出 前

講 座 な ど

を 活 用 し

た 子 ど も

と 保 護 者

へ の 普 及

啓発 

歯や口の機能の発達

を育む食育活動を展開

します。 

乳幼児の保護者や、幼

稚園や保育園、こども園

の保護者に対し、健康教

育などを通じ、子どもの

歯や口の発達状況に応

じた食事の献立や水分

の摂取に関する知識を

普及します。 

乳幼児健診や出前講座な

どを活用し、保護者などに

対し、口腔機能の発達に応

じた食事の献立や水分の摂

取に関する普及・啓発を実

施しています。 

（Ｒ１からＲ３まで 

集団離乳食指導 

 計 1,009 名 

食事・栄養関連の出前講

座 計 44 回、721 名） 

Ａ 

すこや

か生活

課 

保 健 だ よ

り や 給 食

だより、園

内 掲 示 に

よ る 普 及

啓 発 （ 再

掲） 

歯や口の機能の発達

を育む食育活動を展開

します。 

乳幼児の保護者や、幼

稚園や保育園、こども園

の保護者に対し、健康教

育などを通じ、子どもの

歯や口の発達状況に応

じた食事の献立や水分

の摂取に関する知識を

普及します。 

月１回発行している保健

だよりや給食だより、園内

掲示等を使って、規則正し

い生活リズムの確立などに

つ い て の 啓 発 を 行 い ま し

た。 Ａ 

保育幼

稚園課 

10 か 月 児

健 診 対 象

者 の 保 護

者 へ の 集

団指導 

母子保健事業や歯科

保健事業を通じて、保育

園・幼稚園・こども園と

連携し、人生 80 年時代

を支える基盤としての

乳幼児期の歯の健康の

毎年度、10 か月児健診対

象者の保護者に対し、集団

指導を実施しています。 

（ Ｒ １ か ら Ｒ ３ ま で 計

2,166 名） 

また、コロナ禍において

Ａ 

すこや

か生活

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

大切さや、むし歯を予防

するための正しいブラ

ッシング方法などの基

本的な知識の習得を支

援します。 

は、感染予防の観点から集

団での講話を中止し、内容

や方法を工夫し歯科保健事

業を実施しました。 

乳 幼 児 健

診 で の 希

望 者 へ の

フ ッ 素 塗

布の実施 

乳幼児の歯の健康を

守るため、乳幼児健診で

の歯科健診や希望者へ

のフッ素塗布を実施し

ます。 

希望者に対し、フッ素塗

布を実施しています。 

（Ｒ１からＲ３） 

・１歳６か月児 

2,102 名/2,296 名中、実施

率 91.5% 

・２歳６か月児 

2,184 名/2,405 名中、実施

率 90.8% 

・３歳６か月児 

2,181 名/2,469 名中、実施

率 88.3% 

Ａ 

すこや

か生活

課 

ハ イ リ ス

ク 児 の 保

護 者 へ 歯

科 保 健 指

導 

 

乳幼児の歯の健康を

守るため、１歳６か月児

歯科健診時でのハイリ

スク児に対し、保護者と

児に対する個別指導を

実施します。 

乳幼児健診時に、ハイリ

スク児の保護者へ歯科保健

指導を行い、必要に応じて

歯科医院への受診勧奨を行

っています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

む し 歯 予

防 教 室 の

開催 

乳幼児の歯の健康を

守るため、０歳から３歳

の児と保護者を対象に、

むし歯予防教室を開催

します。 

新型コロナウイルス感染

症流行前は予定通りバイキ

ンマンスクールを開催でき

ましたが、感染症の影響に

より、バイキンマンスクー

ルは中止し、代替として予

約制のすくすく相談会で対

応しています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

高 校 生 へ

の 歯 科 啓

発の実施 

高校生の歯の健康を

守るため、県との連携を

図る中、広報などを通じ

て歯周病やむし歯の予

防法について啓発を進

めます。 

広報、有線放送、自治会回

覧等で定期的な歯科受診の

周知等、継続して啓発が実

施しています。 
Ａ 

すこや

か生活

課 

給食、おや

つ で の 噛

む 力 を 育

て る 食 材

の利用 

給食に、噛む力を育て

る献立を取り入れます。 

昼食やおやつの献立に、

噛む力を育てる食材を積極

的に取り入れています。 Ａ 

保育幼

稚園課 

小学校、保

育園、幼稚

園、こども

園 と 連 携

し た フ ッ

むし歯や歯周病予防

を図るため、保育園、幼

稚園、こども園および小

学校と連携し、希望者を

対象にフッ化物洗口を

園・学校での希望者に対

し、感染症対策を徹底する

なか、フッ化物洗口を実施

し、子ども達のむし歯予防

の 推 進 を 図 る こ と が 出 来

Ａ 

すこや

か生活

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

化 物 洗 口

の実施 

実施します。 た。 

（Ｒ１からＲ３） 

・園    :3,477 名/3,561 名

中、実施率 97.6% 

・小学校:11,373 名/11,672

名中、実施率 97.4% 

保育園、幼

稚園、こど

も 園 お よ

び で の フ

ッ 化 物 洗

口の実施 

むし歯や歯周病予防

を図るため、保育園、幼

稚園、こども園および小

学校と連携し、希望者を

対象にフッ化物洗口を

実施します。 

各園では、新型コロナウ

イルス感染症予防対策をし

ながら、４・５歳児に週２

回、フッ化物洗口を実施し

ています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

小 学 校 と

連 携 し た

フ ッ 化 物

洗 口 の 実

施 

むし歯や歯周病予防

を図るため、保育園、幼

稚園、こども園および小

学校と連携し、希望者を

対象にフッ化物洗口を

実施します。 

新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止に配慮す

るなか、小学校１年生から

６年生のフッ化物洗口希望

者に対して、適宜実施し、フ

ッ化物洗口を通じて、自分

の歯を大事にする習慣を身

に着けることができていま

す。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

保育園、幼

稚園、こど

も 園 お よ

び 小 学 校

や 中 学 校

と 連 携 し

た 歯 科 保

健指導 

保育園、幼稚園、こど

も園および小学校や中

学校と連携し、園児およ

び児童、生徒に対する歯

科保健指導を通じて、む

し歯や歯周病などの予

防を図ります。 

保育園、幼稚園、こども園

および小学校や中学校と連

携した歯科保健指導をする

ことができ、むし歯や歯周

病の予防を図っています。 
Ａ 

すこや

か生活

課 

園 児 へ の

む し 歯 予

防 や 歯 の

み が き 方

の指導 

保育園、幼稚園、こど

も園および小学校や中

学校と連携し、園児およ

び児童、生徒に対する歯

科保健指導を通じて、む

し歯や歯周病などの予

防を図ります。 

保健指導の中で、園児に

対してむし歯予防や歯のみ

がき方の指導を行っていま

す。保護者に対しても、保健

だよりを通じて、むし歯予

防の啓発を行っています。 

Ａ 

保育幼

稚園課 

児 童 生 徒

に 対 す る

歯 科 保 健

指導 

保育園、幼稚園、こど

も園および小学校や中

学校と連携し、園児およ

び児童、生徒に対する歯

科保健指導を通じて、む

し歯や歯周病などの予

防を図ります。 

新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止に配慮す

るなか、一部歯科保健指導

の機会が減少したこともあ

ったが、概ね指導をするこ

とができ、むし歯や歯周病

の 予 防 を 図 る こ と が で き

た。 

Ａ 

保健給

食課 
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ス 親子の歯と口腔の健康の保持・増進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

「 家 族 そ

ろ っ て よ

い 歯 の コ

ンクール」

の開催 

市 民 の 歯 の 衛 生

に対する 関心を 高

め、歯の健康づくり

に付与す ること を

目的に「家族そろっ

てよい歯 のコン ク

ール」を毎年開催し

ます。 

令和元年度までは、上位大会

の一次予選も兼ね「家族そろっ

てよい歯のコンクール」を開催

していましたが、令和２年度、令

和３年度は新型コロナウイルス

感染症拡大の影響により中止し

ました。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

お や こ で

歯 科 健 診

受 診 の 促

進 

親 子 で 歯 の 健 康

を守るため、乳幼児

健診にて、おやこ歯

科健診を 実施し ま

す。 

おやこ歯科健診を実施し、歯

科医院を受診せずに気軽に歯科

健診を受けることができる機会

としていましたが、新型コロナ

ウイルス感染症の流行により、

おやこ歯科健診は中止し、親子

で定期的に歯科医院を受診する

ことを勧めています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

 

セ 大人の歯と口腔の健康の保持・増進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

歯 周 病 検

診 の 実 施

と 受 診 勧

奨 

大 人 の 歯 の 健 康

を守るため、歯周病

検診を実施し、定期

的な受診 につい て

啓発します。 

毎年度、20 歳から 74 歳までの

市民を対象に歯周病検診を実施

しています。 

対面での受診勧奨(母子手帳

発行時)や無料券（40 歳到達者）

の配布により一部の層では受診

者数が増加したが、全体を通じ

ては受診者数は伸び悩んでいま

す。 

20 歳に啓発はがきの送付、40

歳には無料クーポンはがきの送

付、医療機関へのポスター掲示、

糖尿病ハイリスク者への啓発、

広報、自治会回覧等、あらゆる機

会で歯周病検診の啓発を行って

います。 

 【歯周病検診受診者数】 

  R 元年度 218 名 

  R２年度  243 名 

  R３年度  211 名 

Ｂ 

すこや

か生活

課 
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ソ 高齢者の口腔機能の保持・増進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

高 齢 者 に

対 す る 歯

科 保 健 教

育の実施 

食べたり、飲み込む

機能の低下を予防し、

口腔機能の向上を図

るために、気軽に行え

る、筋肉を使った体操

などについて普及、啓

発します。 

よく噛むことによ

って、脳の活性化や認

知症予防、認知症の進

行予防が期待できる

ことから、咀嚼の効果

について広く周知し

ます。 

65 歳以上で口腔機

能の低下が疑われる

人に対し、口腔機能の

維持、向上のための情

報を提供します。 

老人会やサロン等

で実施する運動メニ

ューの中に健口体操

（お口の体操）などを

取り入れ、市民が日ご

ろから口腔機能の維

持、向上に取り組める

ように支援します。 

デイサービスでの歯科健康

教育の実施や、介護保険認定決

定通知書発送時等のチラシ送

付等、高齢者の口腔機能の保

持・増進のための取組を行って

います。 

また、対象者の利便性を図り

すこやかセンターだよりに往

診可能な歯科医院を記載して

います。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

介 護 予 防

教 室 等 で

の 口 腔 機

能 維 持 向

上の啓発 

 

食べたり、飲み込む

機能の低下を予防し、

口腔機能の向上を図

るために、気軽に行え

る、筋肉を使った体操

などについて普及、啓

発します。 

よく噛むことによ

って、脳の活性化や認

知症予防、認知症の進

行予防が期待できる

ことから、咀嚼の効果

について広く周知し

ます。 

65 歳以上で口腔機

能の低下が疑われる

人に対し、口腔機能の

維持、向上のための情

報を提供します。 

歯科衛生士、言語聴覚士等の

医療専門職から口腔機能の維

持向上について介護予防教室

等で啓発を行っています。 

Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 



63 

 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

老人会やサロン等

で実施する運動メニ

ューの中に健口体操

（お口の体操）などを

取り入れ、市民が日ご

ろから口腔機能の維

持、向上に取り組める

ように支援します。 

す こ や か

サ ロ ン 等

で の 歯 科

保健教育 

 

食べたり、飲み込む

機能の低下を予防し、

口腔機能の向上を図

るために、気軽に行え

る、筋肉を使った体操

などについて普及、啓

発します。 

よく噛むことによ

って、脳の活性化や認

知症予防、認知症の進

行予防が期待できる

ことから、咀嚼の効果

について広く周知し

ます。 

65 歳以上で口腔機

能の低下が疑われる

人に対し、口腔機能の

維持、向上のための情

報を提供します。 

老人会やサロン等

で実施する運動メニ

ューの中に健口体操

（お口の体操）などを

取り入れ、市民が日ご

ろから口腔機能の維

持、向上に取り組める

ように支援します。 

すこやかサロンにおいて、体

操等の取組を推進しています。 

Ｂ 

長寿政

策課 

 

タ 障害のある人の歯と口腔の健康の保持・増進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

障 害 の あ

る 人 に 対

す る 歯 科

保健教育 

障 害 の あ る 人 の

歯や口腔 の健康 づ

くりのため、障害者

通所施設 に歯科 衛

生士や栄養士、保健

師を派遣し、健康教

室などを 実施し ま

す。 

コラボにこにこ障害者集団歯

科保健事業については新型コロ

ナウイルス感染症の影響により

令和２、３年度が中止となって

いますが、例年の自立支援協議

会での啓発により、放課後デイ

サービスでの健康教育を実施し

ています。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 
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「 コ ラ ボ

に こ に こ

歯 科 保 健

事業」を活

用 し た 歯

科 保 健 指

導・歯科検

診の実施 

自立支援協議会の定例会を活

用し、すこやか生活課歯科衛生

士より「歯科保健事業」を周知し

ています。 

また、「コラボにこにこ歯科保

健事業」を活用した歯科保健指

導・歯科検診の実施を行う事で、

歯科受診がし難い方に対する歯

科保健の推進を図っています。 

Ａ 

障害福

祉課 

 

チ 健康な食生活に関する取組の支援 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

地 域 で の

取 り 組 み

へ の 活 動

支援 

 

地 域 に お け る 健

康づくりやいきが

いづくりの取組や

活動などを促進す

るため、支援制度の

整備や取組事例の

紹介などといった

支援を行います。 

令和２年度は「食育」や「フー

ドバンク」、「地域配食」など食

に関する事業を実施していま

す。 
Ｂ 

市民協

働課 

「わ」で輝

く 自 治 会

応 援 報 償

事 業 の 推

進（再掲） 

地 域 に お け る 健

康づくりやいきが

いづくりの取組や

活動などを促進す

るため、支援制度の

整備や取組事例の

紹介などといった

支援を行います。 

「わ」で輝く自治会応援報償

において、「健康」の項目を設け、

「健（検）診受診率向上への取

組」を健康必須項目と設定し、自

治会内での啓発を実施してもら

うよう努めています（具体的に

は、市が実施している健（検）診

チラシの作成等）。 

また、「健康づくりに資する事

業の実施」の項目では、健康教室

の開催、BIWA-TEKU の啓発等、健

康づくりに推進に取り組めるよ

うにしています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

各 種 団 体

が 実 施 す

る 健 康 づ

く り 活 動

の 把 握 と

参 加 勧 奨

（再掲） 

地 域 に お け る 健

康づくりやいきが

いづくりの取組や

活動などを促進す

るため、支援制度の

整備や取組事例の

紹介などといった

支援を行います。 

各種団体などが実施する高齢

者の健康づくり活動の活動内容

を把握し、様々な場で紹介を行

い、参加勧奨を行っています。 
Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

 

「 高 齢 者

い き い き

活 動 推 進

補助金」事

業の推進 

地 域 に お け る 健

康づくりやいきが

いづくりの取組や

活動などを促進す

るため、支援制度の

整備や取組事例の

紹介などといった

支援を行います。 

令和３年度から「高齢者いき

いき活動推進補助金」を開始し、

地域で高齢者が主体となった健

康づくり、生きがいづくり等の

活動を推進しています。 

また、広報紙等で具体的な活

動状況について、紹介していま

す。 

Ｂ 

長寿政

策課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

健 康 に 関

する団体・

自 主 グ ル

ー プ で の

勉強会、運

動 教 室 の

実施支援 

健 康 に 関 す る 団

体や自主グループ

の活動の継続およ

び拡大を支援しま

す。 

健康に関する団体・自主グル

ープに対し、メタボリックシン

ドロームや生活習慣病に関する

勉強会を行い、運動教室の実施

を支援しています。 

また、新規の参加者を募集す

るため、年に１回程度、市広報に

メンバー募集の記事を掲載して

います。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

自 治 会 等

で の 出 前

講 座 の 実

施（再掲） 

健 康 に 関 す る 団

体や自主グループ

の活動の継続およ

び拡大を支援しま

す。 

食を通じた健康づくり・生活

習慣病予防について幅広いテー

マで出前講座を実施していま

す。 

また、自治会等で健康教育等

を行うことで、高齢者が身近な

地域で継続的に健康づくりや介

護予防の取組を実践できるよう

支援しています。 

Ａ 

地域包

括支援

センタ

ー 

 

「 高 齢 者

い き い き

活 動 推 進

補助金」事

業 の 推 進

（再掲） 

健 康 に 関 す る 団

体や自主グループ

の活動の継続およ

び拡大を支援しま

す。 

令和３年度から「高齢者いき

いき活動推進補助金」を開始し、

地域で高齢者が主体となった健

康づくり、生きがいづくり等の

活動を推進しています。 

広報紙等で具体的な活動状況

について、紹介しています。 

Ｂ 

長寿政

策課 

健 康 関 連

団 体 や 自

主 グ ル ー

プ支援 

 

健 康 に 関 す る 団

体や自主グループ

の活動の継続およ

び拡大を支援しま

す。 

メンタルスマイルサロン等の

サロン活動を通じて、健康的な

食事作りの場を提供していま

す。 

Ｂ 

障害福

祉課 

運 動 機 会

の提供 

 

市 民 の 健 康 的 な

生活習慣への動機

付けと生活習慣病

の予防のため、みん

なで健康 100 日チャ

レンジ！事業の推

進を図ります。 

令和元年度までは「みんなで

健康２００日チャレンジ」を実

施し、令和３年度からは新しい

生活様式を踏まえ、「BIWA-TEKU」

の運用を開始しています。 

また、栄養相談や特定保健指

導等を BIWA-TEKU にイベント登

録することで、健康な生活習慣

への動機付けや生活習慣予防を

意識することができるようにし

ています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 
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ツ 健康な食生活を実践するための環境整備 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

保 健 だ よ

り や 給 食

だ よ り 等

を 通 じ た

園児・児童

や 保 護 者

へ の 普 及

啓 発 （ 再

掲） 

給 食 や 弁 当 を 通

じて、望ましい食習

慣の確立 を支援 し

ます。また、昼食時

の参観や おたよ り

を通じて、保護者へ

の啓発も 実施し ま

す。 

保健だよりや給食だよりを通

じ、成長期における食の重要性

を子どもたちに伝え、食生活習

慣の基盤形成を啓発するととも

に、家庭における食生活の見直

しと改善を図っています。 

Ａ 

保健給

食課 

関 係 機 関

と 連 携 し

た 食 育 推

進 事 業 の

実施 

関係課・団体等で

年間の食 育テー マ

を共有し、効果的な

食育推進 事業を 推

進します。 

・守山市健康推進員連絡協議会

と連携し、４月の総会時や毎月

の定例会議に於いて、食育に関

する取組等について検討を行い

ました。 

【健康推進員との連携】 

・食育推進月間のティッシュ配

布 

・離乳食の講話 ４回（R３） 

・学区部会での食育講座の実施

等 

・推定野菜摂取量測定イベント 

計 12 回（R３） 

 

・守山市健康づくり推進庁内会

議において、関係課と守山市食

育推進計画について連絡・協議

を行った。 

・(株)平和堂と協働し、滋賀県栄

養士会やＪＡレーク滋賀等と連

携するなか、推定野菜摂取量測

定イベントを開催し、野菜摂取

促進の食育推進を実施すること

ができた。（12 回 891 名参加）。 

Ｂ 

すこや

か生活

課 

市 内 企 業

団 体 と 連

携 し た 普

及啓発 

関係課・団体等で

年間の食 育テー マ

を共有し、効果的な

食育推進 事業を 推

進します。 

関係機関等の要請に応じ、商

工会議所や市企業内人権教育推

進協議会などの市内企業団体と

連携して、チラシの配付をする

など、広報・啓発を行っていま

す。 

Ｃ 

商工観

光課 

健 康 推 進

員の養成・

現 任 活 動

支援 

地 域 で の 健 康 づ
くりを組 織的に 推
進するため、健康推
進員を養成し、活動
を支援し ます。 ま
た、健康推進員の取
組を広く 紹介し ま
す。 

毎年、健康推進員養成講座を

実施し、新たな健康推進員を養

成することができています。 

また、新型コロナウイルス流

行の影響やライフスタイルの変

化等、昨今の状況を踏まえ、WEB

配信を行い、受講者の利便性の

Ａ 

すこや

か生活

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

向上に努めています。 

さらに、令和２年度から、健康

推進員の部会に新たに「広報部

会」が立ち上がった。健康推進員

ホームページの作成や、健康推

進員の広報紙 MKS や守山市健康

推進員だよりを広報部会で作成

することとなり、広報を専門的

に実施し、市からの広報と両輪

で啓発を行うことができていま

す。 

【健康推進員養成講座修了者

数】 

令和元年度 24 名 

令和２年度 20 名 

令和３年度 24 名 

壮年・高齢

期 に 対 す

る 健 康 づ

くり 

第 ２ 次 健 康 も り

やま２１ に基づ く

施策を確 実に進 め

ることにより、壮年

者や高齢 者の健 康

づくりを進めます。 

健康もりやま２１に基づく施

策を推進し、壮年期、高齢期の健

康づくりを進めています。 

また、第２次健康もりやま２

１は、守山市健康づくり推進協

議会および守山市健康づくり推

進庁内会議において、進捗状況

の報告・意見聴取を行い、壮年

期、高齢期の健康づくりを推進

しています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

健 康 づ く

り に 関 す

る 各 種 統

計 や 健 診

結 果 の 活

用 

市 民 の 健 康 状 況

等を把握するため、

健康づく りに関 す

る各種統 計や健 診

結果など を活用 し

ます。 

県の健康・栄養マップ調査の

結果や KDB を活用した健診結果

に基づき、６月の食育推進月間

の広報紙面などにおいて、啓発

を行っています。 

また、毎年実施をしている健

康推進員養成講座の資料におい

て、最新の国・県・市の動向を踏

まえて作成しています。 

Ａ 

すこや

か生活

課 

ス ク ー ル

ラ ン チ 事

業 で の 地

産 地 消 の

実施 

豊 か で 楽 し い 学
校給食の 推進と 指
導の充実 を図り ま
す。育ち盛りの中学
生の昼食 を確保 す
るため、家庭の都合
で弁当を 持参で き
ない場合 の一つ の
手立てとして、栄養
バランス と地産 地
消に配慮 した中 学
校スクー ルラン チ
事業を推進します。 

中学校給食開始までの間は、
スクールランチ事業において、
育ち盛りの中学生に対して、食
育の観点から地産地消を中心と
した食材を使い、成長期に適し
た安全安心な栄養のある弁当を
提供しました。 

中学校給食の開始後は、これ
まで培った小学校給食の良さを
生かし、保護者や学校職員の意
見を反映し、成長期の中学生に
ふさわしい献立を作成し、提供
しています。 

Ａ 

保健給

食課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

「 し が の

健 康 づ く

り サ ポ ー

ター」の推

進 

県（保健所）と連

携しながら、飲食店

などに働 きかけ 、

「しがの 健康づ く

りサポーター」の拡

大を図っ ていき ま

す。 

滋賀県の健康づくりサポータ

ーのチラシを県から提供され、

すこやかセンターに配架し、啓

発しています。 Ａ 

すこや

か生活

課 
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 (3) 家庭や地域で食文化を語り継ぐ 

ア 和食の良さの啓発和食の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

日 本 型 食

生 活 に 係

る 出 前 講

座 等 の 実

施 

栄 養 バ ラ ン ス の

優れた日 本型食 生

活の推進 などを 通

じて、和食の良さに

ついて啓発します。 

だ し な ど で う ま

味を効か せたう す

味でおい しい和 食

について 推進し ま

す。 

健康教室や栄養指導での啓

発は年代に偏りが出たものの、

出前講座や市広報、栄養相談等

を通じて、栄養バランスの優れ

た日本型食生活、だしなどでう

ま味を効かせたうす味でおい

しい和食について幅広い年代

に広く啓発を行っています。 

Ｂ 

すこやか

生活課 

 

イ 和食の提供 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

和 食 の 日

に ち な ん

だ給食、普

及 啓 発 の

実施 

給食に、積極的に

和食を取り入れ、栄

養バラン スのと れ

た食事を 提供し ま

す。 

給食は和食を中心とし、郷土

料理なども取り入れています。 

また、だしをきかして薄味に

し、素材そのもののおいしさを

活かしたバランスの良いメニ

ューを実施しています。 

さらに、11 月に和食の日にち

なみ、和食の提供と啓発チラシ

を配布しています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

学 校 給 食

での「全国

味 め ぐ り

の日」「和

食の日」の

実施 

学校給食では、メ

ニューを 一汁二 菜

とし、日本食を中心

に実施し、日本食へ

の親しみ を深め る

よう努めます。 

米飯給食を実施し、日本食を

中心とした献立を実施してい

ます。 

また 11 月の「和食の日」で、

和食の良さを伝えるなどを行

っています。 

さらに給食だよりや放送で

紹介を行っています。 

Ａ 

保健給食

課 

学校給食に、全国

味めぐり の日を 設

け、各地の伝統食を

学ぶこと に努め ま

す。 

全国味めぐりの日により、各

地の郷土料理を提供し、あわせ

て給食だよりや放送で紹介を

行い、子どもたちが食文化への

興味関心を持てるように取り

組んでいます。 

Ａ 

保健給食

課 

 

ウ 旬の食材についての学習 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

学 校 給 食

で の 旬 の

食 材 の 利

用 

小 学 校 で は 給 食

時間に、お昼の献立

を放送し、旬の食材

を使用し た給食 や

行事食を紹介し、食

学校給食を食に関する指導

の「生きた教材」として活用し、

旬の食材を使用した給食、行事

食を献立に盛り込み、放送によ

りその内容や由来を紹介する

Ａ 

保健給食

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

事から季 節を感 じ

る心を育てます。 

ことで、季節感を感じることが

できるよう、指導を行っていま

す。 

公 民 館 講

座 に お け

る 旬 食 材

に 関 す る

講 座 の 実

施 

公民館講座では、

旬の農産 物を見 直

す（スローフード）

講座など の内容 を

取り入れます。 

公民館講座において、地元で

作られている食材を使った料

理に関する講座を開催しまし

たが、新型コロナウイルス感染

症の拡大の影響により、令和２

年度以降は中止しています。 

Ｄ 

社会教

育・文化

振興課 

 

エ 郷土料理・伝統料理などの提供・郷土の食文化・伝統文化と親しむ 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

園 給 食 な

ど で の 地

域 の 食 材

の 利 用 や

郷土・行事

料 理 の 提

供 

地 域 の 方 か ら 地

元農作物 につい て

教えてもらったり、

郷土料理 や行事 に

ちなんだ給食・おや

つを提供 するこ と

で、地域の食文化に

触れる機 会を積 極

的に取り入れます。 

地域の農作物に触れる機会

を設けたり、給食では、地域の

食材や郷土料理を積極的に取

り入れています。 

また、行事にちなんだ献立を

取り入れることで、様々な食文

化に触れる機会を作っていま

す。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

郷 土 料 理

献立「滋賀

の日」守山

産 食 材 を

利 用 し た

「 守 山 の

日」を各月

1 回実施 

「滋賀の日」とし

て、学校給食で郷土

料理の日を月 1 回

実施します。 

「守山の日」とし

て守山の 地場産 食

材を使用 する日 を

月１回実施します。

（令和２年度から） 

郷土料理を献立にした「滋賀

の日」を月１回実施し、湖魚な

どの提供を行うとともに、守山

の地場産食材を使用した「守山

の日」を月１回実施し、市内産

の野菜や果物の提供を行って

います。 

また、地場産物や郷土料理の

提供を通じて、子どもたちが地

域の産物、食文化や食にかかわ

る歴史等を理解し尊重する心

をもつことができるよう、指導

を行っています。 

Ａ 

保健給食

課 

地 域 教 育

に お け る

地 域 の 人

材・食材の

活用 

公 民 館 講 座 や 公

民館地域 教育学 級

で、料理関係の学習

会を開く 時は地 域

の人材や 食材を 活

用した内 容とな る

よう努めます。 

地域教育学級において、健康

推進員による食事と栄養につ

いての講義が行われています。 

Ｃ 

社会教

育・文化

振興課 

公 民 館 講

座 に お け

る 地 域 食

材の活用・

伝 統 料 理

公民館講座では、
地域の食材の活用、
伝統料理 の継承 と
いった内 容を取 り
入れるよ う努め ま
す。 

公民館講座において、本市が

オリンピック・パラリンピック

でトルコのホストタウンとな

ることを受けて、トルコの食文

化を学ぶために、トルコ料理の

Ｄ 

社会教

育・文化

振興課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

の継承 体験学習を行っていましたが、

新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により、令和２年度以

降は中止しています。 

 

オ 郷土の食文化・伝統文化の啓発 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

伝 統 野 菜

の普及 

守 山 の 伝 統 野 菜

である笠 原しょ う

が、矢島かぶらの普

及を図ります。 

より多くの市民に向けて、PR

活動ができ、伝統野菜生産者の

増員に繋げています。 
Ａ 

農政課 

カ 食農の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

ゆ り か ご

水 田 事 業

の実施 

水 産 資 源 を 回 復

させるこ とを目 的

として、水稲栽培に

おいてニ ゴロブ ナ

の稚魚を 水田に 放

流し育てる「ゆりか

ご水田事業」を推進

し、子どもたちと農

業者との 交流を 図

ります。 

多くの子供たちが、田んぼに

稚魚を放流し、その後、大きく

成長した魚を川に放流するこ

とで、「ゆりかご水田事業」の目

的を理解してもらうことがで

きています。 
Ｂ 

農政課 

子 ど も た

ちの 

農業体験 

子 ど も た ち が 農

業体験を 通じて 食

物の生産 や農業 に

ついて知 る機会 を

持てるよう、農業後

継者クラ ブが開 設

するいも 園に地 元

の保育園、幼稚園、

子ども会 を招待 し

ます。 

こども会および市内３保育

園と速野学区子ども会の子ど

も達を「いも掘り」に招待して

います。 

計画期間内において、約 500

名の子ども達が参加していま

す。 

Ａ 

農政課 

保育園・幼

稚 園 等 で

の 栽 培 活

動・調理活

動 

乳 幼 児 期 か ら 食
への興味 と意欲 を
引き出し、正しい食
習慣や食 に関す る
知識を身 に付け さ
せるとともに、食の
大切さを 伝える た
めに、季節に応じた
野菜の栽培・収穫活
動や調理 体験の 場
を設け、食事につな
げる取組 を推進 し
ます。 

年齢発達に応じた栽培活動

を行うことで、食への関心が高

まり、食べることに意欲的にな

るだけでなく、自分たちで水や

りや草引きをして育てること

で、食べ物への感謝の気持ちを

育むことができています。 

また、調理体験はできなかっ

たが、収穫した作物を給食と共

に提供しています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

生 産 者 の 協 力 の

もと、地元農作物に

触れる機 会を設 け

たり、地域の田んぼ

や畑を借りて、田植

えや稲刈り、農作物

の栽培・収穫などの

農業体験や、地引網

の漁業体 験を実 施

します。 

スクール農園や地域の田ん

ぼ、園の畑やプランターで、栽

培・収穫活動等の体験活動を行

っています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

小学校 5 年

生 の 田 植

え・稲刈り

等 の 体 験

学 習 の 実

施 

小 学 校 ５ 年 生 に

おいては、農業者の

圃場
ホジョウ

提 供 や 指 導 の

協力のもと、社会科

や総合的 な学習 時

間を利用して、田植

え、稲刈り、収穫祭

（餅つき）などの体

験学習を 実施し ま

す。 

市内の多くの小学校におい

て、５年生が田植え・稲刈り等

の体験学習を行い、農家の方か

ら直接お話しを伺うことで、食

べ物の生産過程についての理

解を深めることができていま

す。 

また、体験学習ができない場

合でも、学校や児童の実態に合

わせた学習を行っています。 

Ｂ 

学校教育

課 

ス ク ー ル

農 園 等 で

の 体 験 学

習の実施 

小学校では、食に

関する領 域のあ る

教科（生 活科や 理

科）において、スク

ール農園 での野 菜

づくりな どを通 し

て食への 興味に つ

ながるよ うに努 め

ます。 

家庭科での調理実習の他、生

活科でのプランターや鉢での

ミニトマト等の野菜栽培、理科

や社会科等でのスクール農園

等での野菜栽培や田植え・稲刈

り体験など、全小学校の実状に

合わせて食物や食に関係する

体験を実施しています。 

Ａ 

学校教育

課 

守 山 産 農

産 物 の 学

校 給 食 利

用の拡充 

産 官 学 が 連 携 し

た「もりやま食のま

ちづくり プロジ ェ

クト」により、学校

給食や農 業体験 学

習を通じて、農業へ

の関心を高め、食と

農の大切 さや食 の

安全性の理解、地産

地消を通 じた食 料

自給率や 環境配 慮

の向上へ の寄与 な

ど、将来の地域を担

う子ども たちへ の

食育（食農教育）を

推進します。 

農 業 体 験 を 通 じ

て、農業への理解を

守山の伝統野菜や守山市産

農産物を使った献立を設け、積

極的に学校給食に地場産物を

取り入れています。 

また、給食時間に、生産者へ

のインタビューを動画で紹介

するなどして、子どもたちに地

域の農業について、興味関心を

持てるように取り組んでいま

す。 
Ａ 

農政課 

保健給食

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

促すため、教育機関

などとの 連携を 図

り、農業体験学習な

どを推進します。 

農 業 体 験

の実施 

農 業 体 験 を 通 じ

て農業へ の理解 を

促すため、教育機関

などとの 連携を 図

り、農業体験学習な

どを推進します。 

小学生たちが農作物を「作

り・育て・収穫し・食べる」と

いう一貫した農業体験をする

ことにより、農業への興味や関

心を高めるとともに、生命や食

べ物の大切さを学ぶことがで

きています。 

Ｂ 

農政課 

学校教育

課 

 

キ 地域の食を利用した商業の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

自 然 文 化

の 観 光 ツ

ア ー の 企

画 

守 山 市 の 自 然 や

文化など を味わ っ

ていただ くため に

観光ツア ーを企 画

します。 

新型コロナウイルス感染症

の影響により、観光ツアーの参

加については、参加者が少な

く、また、中止しました。 

しかし、スマートフォンアプ

リを活用したサイクルスタン

プラリーなどを実施していま

す。 

Ｃ 

商工観光

課 

観 光 資 源

と 関 連 す

る 食 材 を

用 い た イ

ベ ン ト の

開催 

蓮 や 菜 の 花 な ど

観光資源 と関連 す

る食材を 使った イ

ベントな どを実 施

します。 

蓮や菜の花など守山の観光

資源を活かしたイベント、ま

た、地場の農水産業等を活かし

たイベントを各々実施してい

ます。 

また、観光資源である花と食

材の関係としては、菜の花まん

じゅうや、薔薇ぶっせなどの商

品を市内で販売し、地域の食を

利用した商業を推進していま

す。 

Ｃ 

商工観光

課 

 

ク 農業資源の活用の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

市 民 農 園

の 利 用 促

進 

農 園 を 借 り た い

人へ市民 農園を 紹

介する市 民農園 登

録制度を実施し、農

業体験の 機会拡 充

に努めます。 

農園の利用希望者からの問

い合わせがあり、周知は図られ

ています。 
Ａ 

農政課 
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 (4) 安全・安心な食を選択する 

ア 地場産物の積極的な利用 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

守 山 市 産

食 材 を 利

用 し た 園

給 食 の 提

供 

地 元 農 作 物 を 給

食に取り 入れる よ

う努めます。 

地元食材を園給食に取り入

れられるよう献立を工夫し、ま

た、納入業者へ協力を依頼し、

積極的に活用しています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

守 山 産 農

産 物 の 積

極 的 な 活

用 

学 校 給 食 に 使 う

野菜は、地場産物を

積極的に 活用す る

よう努めます。 

地場産物の野菜を優先的に

調達し、学校給食に積極的に活

用しています。もりやまブラン

ド選定 11 品目である、美崎だ

いこんと守山ほたる葱を使っ

た新メニュー「守山の恵み豆乳

みそスープ」を開発し提供する

ことで、子どもたちへ地場産物

をアピールすることができて

います。 

Ａ 

保健給食

課 

学 校 給 食

での「環境

こ だ わ り

農 産 物 の

守山産米」

の 100％使

用 

学校給食には、環

境こだわ り農産 物

の守山産米を 100％

使用する ことに よ

り、地産地消、食育

の取組を 推進し ま

す。 

地 場 産 物 を 教 材

として活 用した 調

理実習を行うなど、

食育の一 層の充 実

を図ります。 

学校給食において、滋賀県が

認証する市内産環境こだわり

米を 100％使用することができ

ています。 

Ａ 

保健給食

課 

ス ク ー ル

ラ ン チ 事

業 で の 地

産 地 消 の

実施 

育 ち 盛 り の 中 学

生の昼食 を確保 す

るため、家庭の都合

で弁当を 持参で き

ない場合 の一つ の

手立てとして、栄養

バランス と地産 地

消に配慮 した中 学

校スクー ルラン チ

事業を推進します。 

中学校給食開始までの間、育

ち盛りの中学生に対して、食育

の観点から地産地消を中心と

した食材を使い、成長期に適し

た安全安心な栄養のある弁当

を提供することができていま

す。 

Ａ 

保健給食

課 

 

イ 地場産物の PR、地場産物の販売経路の確立・拡大 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

近 江 米 の

Ｐ Ｒ イ ベ

ン ト の 実

施 

市 近 江 米 振 興 協

会が、近江米の消費

拡大を目的として、

学区民の つどい や

コロナ禍においてはイベン

トは中止されているが、感染症

対策に十分配慮しながら、学区

民のつどいやＪＡまつりを実

Ｃ 

農政課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

ＪＡまつ りなど を

利用して 近江米 の

ＰＲを行います。 

施し、効果的な近江米のＰＲを

行っています。 

農 家 と 地

元 企 業 が

連 携 し た

地 場 産 物

を 利 用 し

た 商 品 開

発、コンビ

ニ エ ン ス

ス ト ア で

の 地 場 産

品の販売・

ＰＲ等 

 

 

市 内 の 農 家 な ど

と協力して、地場産

物の消費 拡大や Ｐ

Ｒ等を行います。 

市内農家や地元企業と協力

し、地場産物を活用した商品の

開発や PR を実施することがで

きています。 

併せて、多くの消費者が利用

するコンビニエンスストアで

販売を行うことで、更なるＰＲ

を深め、地場産品を知っていた

だくきっかけ作りを行うこと

ができています。 

Ｂ 

商工観光課 

地 場 産 物

の 消 費 拡

大 や Ｐ Ｒ

等 

市 内 の 農 家 な ど

と協力して、地場産

物の消費 拡大や Ｐ

Ｒ等を行います。 

農村女性活動グループによ

る地場野菜を使用した料理教

室を開催した。新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響により、

Ｒ２年度以降は中止となって

います 

Ｃ 

農政課 

地 域 ブ ラ

ン ド 産 物

の 学 校 給

食 へ の 出

荷 

消 費 者 ニ ー ズ の

把握に努め、消費者

に生産者 が見え る

直売所、地元商店、

学校給食、農産物加

工品など へ出荷 の

拡大を推進します。 

地域ブランド産物の学校給

食への出荷は予定通り推進で

きています。 

Ｂ 

農政課 

地 場 産 物

の紹介・販

売 

市 街 地 に お い て

地元農産 物を購 入

できる場 の拡大 を

図ることにより、地

場産物が より多 く

の市民に 浸透す る

よう取り組みます。 

不定期開催のマルシェ（ビワ

モリ市）への農水関係事業者出

店の紹介と、玉津学区朝市（定

期開催）への地元農産物紹介販

売を実施しています。 

Ｃ 

農政課 

Ｊ Ａ 直 売

所「おうみ

んち」での

定 期 的 な

湖 魚 直 売

会の開催 

JA 直売所「おうみ

んち」においては、

関連機関 と連携 し

た施策を展開し、農

産物の販 売拡大 に

よる農家 所得の 向

上を図ります。 

定期的な湖魚直売会（１月か

ら７月）の実施により、おうみ

んち来客数が増加し、農産物の

売上向上に繋がっています。 Ｃ 

農政課 
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ウ 担い手の育成・確保 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

経 営 基 盤

の 強 化 に

向 け た 支

援 

 

土 地 利 用 型 農 業

について、高性能機

械整備へ の助成 制

度を活用して、集落

営農組織 や特定 農

業法人及 び大規 模

農家を重 点的に 育

成し、経営能力や生

産技術の 向上を 図

り、農業経営基盤の

強化を目指します。 

高 付 加 価 値 型 農

業について、中規模

農家を対象として、

経営感覚 に優れ た

効率的か つ安定 的

な農業経 営に取 り

組む担い 手を育 成

します。 

 

国の産地競争力強化対策事

業制度を活用し、農家の支援を

行っています。また、県やＪＡ

等の関係機関と連携し、担い手

に有益となる情報提供に努め

ています。 

Ａ 

農政課 

地 域 の 担

い 手 の 確

立 

集 落 営 農 組 織 の

法人化を推進し、地

域の担い 手とし て

確立していきます。 

集落営農組織の法人化を推

進し、４団体が法人化しまし

た。法人化した４団体（開発営

農組合、石田営農組合、木浜営

農組合、みやけファーム）が農

業用機械購入等に伴う補助を

行っています。 

Ａ 

農政課 

農 地 の 集

積促進 

経 営 規 模 拡 大 に

必要とな る農地 の

集積を図るため、農

地利用集 積円滑 化

団体と連携を図り、

担い手に よる農 業

生産の大 部分を 担

う農業構 造の確 立

を目指します。 

農地利用集積円滑化団体お

よび農地中間管理機構を通じ

た農地の集積を推進し、担い手

の効率的・安定的な農業経営に

努めています。 Ａ 

農政課 

人・農地プ

ラ ン や 農

業 委 員 で

の 女 性 農

業 者 の 登

用 

女 性 農 業 者 の 地

域農業への参加・協

力を促進 するた め

に、会議への積極的

な参加を促し、男女

がともに 働く環 境

の構築を進めます。 

人・農地プランや農業委員に

おいて、積極的に女性農業者の

登用を図っています。 

Ａ 

農政課 

新 規 就 農

者 へ の 支

援 

新 規 就 農 者 の 確

保では、就農時に必

要となる 農地の 確

県やＪＡ等の関係機関と連

携し、担い手に有益となる情報

提供に努め、新規就農の認定を

Ａ 

農政課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

保、初期の設備投資

に必要な 資金の 融

資など助 成制度 の

紹介、農作物栽培の

技術指導 や研修 会

の開催、営農相談の

実施、行政とＪＡ及

び地域の 農家が 連

携した受 け入れ 態

勢の確保など、支援

体制を充実します。 

農 業 者 だ け で な

く、地域住民を雇用

するなど 地域ぐ る

みでの農 業生産 活

動を推進し、オペレ

ーターな どの労 働

力の確保 を図り ま

す。 

行っています。  

また、認定新規就農者に対

し、営農技術や経営指導を行っ

ています。 

引き続き、様々な機関と連携

しながら、認定新規就農者の受

け入れおよび指導等に努めま

す。 

法 人 化 お

よ び 雇 用

の促進 

就 農 意 欲 の あ る

者が雇用 される よ

う集落営 農組織 の

法人化を推進し、雇

用の促進 につな げ

ます。 

農事組合法人（法人化された

集落営農組織）に対して、雇用

導入に係る勉強会の案内を行

うなどの情報提供を行ないま

した。 

Ａ 

農政課 

 

エ 産地（ブランド）の形成 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

環 境 こ だ

わ り 農 産

物 育 成 事

業 等 の 推

進 

消 費 者 の ニ ー ズ

を満足で きる高 品

質な米（うまい米・

うれる米）や野菜・

花卉
カ キ

・果樹の生産を

積極的に推進し、生

産性の高 い栽培 を

目指します。 

ＪＡと連携し、環境こだわり

農産物育成事業等を推進し、実

施しています。 

Ａ 

農政課 
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オ ６次産業化の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

も り や ま

食 の ま ち

プ ロ ジ ェ

ク ト の 実

施 

産 官 学 連 携 に よ

り「もりやま食のま

ちづくり プロジ ェ

クト」を立ち上げ、

「６次産 業化専 門

部会」にて情報収集

と発信、商品開発の

促進、販売先の開拓

などに取 り組み ま

す。 

「もりやま食のまちプロジ

ェクト」において、モリヤマメ

ロン、バラの市内特産品を利用

したスィーツの開発により、１

年を通じて特産品販売による

ブランド化に繋げています。 
Ａ 

農政課 

６ 次 産 業

化 へ の 経

営 発 展 の

支援 

農 業 者 の 所 得 拡

大や経営 の多角 化

を図るため、意欲あ

る農業者 に対し て

６次産業 化への 経

営発展の 支援を 進

めます。 

「守山矢島かぶら」の６次商

品化に向け支援を実施してい

ましたが、国・県における支援

内容に変更があったため、新た

な制度に基づく支援に努めて

います。 

Ｄ 

農政課 

 

カ 農業と他産業との連携 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

も り や ま

食 の ま ち

プ ロ ジ ェ

ク ト の 実

施（再掲） 

農 産 物 や そ の 他

の資源を利活用し、

食品産業 をはじ め

とするさ まざま な

産業と連携し、新た

な付加価 値を生 み

出す地域 ビジネ ス

の展開や 新産業 を

創出する「農村漁村

の６次産業化」の展

開を図り ながら 地

域産業全 体の活 性

化につな げてい け

るよう、関係機関・

団体と連 携し推 進

します。 

「もりやま食のまちプロジ

ェクト」において、モリヤマメ

ロン、バラの市内特産品を利用

したスィーツの開発を守山商

工会議所の製造事業所と連携

することで高品質な商品とす

ることができました。 

Ａ 

農政課 

 

キ 安全・安心な食に関する情報の提供 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

守 山 市 消

費 生 活 学

習 会 に よ

る 普 及 啓

発 

食 に 関 す る 消 費

者情報の啓発を、市

役所およ び地区 会

館で行います。 

守山市消費生活学習会が企

画するイベントを通じて、食に

関する消費者啓発を実施して

います。 

令和元年度は、夏休みに小学

Ｂ 

生活支援

相談課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

生の親子を対象に栄養士を招

き、食育に関する料理教室など

を実施しました。令和２年度以

降は、コロナの感染拡大の影響

により事業を中止しています。 

安 全 安 心

の 食 を 選

択 の た め

の 情 報 発

信 

安全・安心の食を

選択する ために 必

要な情報 の発信 に

努めます。 

食 中 毒 に 関 す る

情報を発信します。 

健康推進員養成講座受講生

に対し、食品に含まれている材

料や添加物、栄養含有量など、

食品購入の際の消費者情報の

見方を講義において学習する

機会をもつことができていま

す。 

市広報や安全・安心メールな

ど様々な媒体を使い、食中毒の

流行や予防に関する情報につ

いて発信しています。 

給食施設等を含む関係機関

に対しても情報を発信してい

ます。 

Ａ 

すこやか

生活課 

 

ク 安全・安心な食の提供 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

国 内 産 食

材・地元産

食 材 の 活

用 

安全・安心な園給

食を提供するため、

原則、国内産食材を

使用し、さらに地元

産食材を 積極的 に

取り入れ るよう 努

めます。 

基本的に加工食品は使用せ

ず、食材も国内産を優先し、地

元食材を積極的に使用してい

ます。おやつは市販品を使用す

る日もあるが、原材料まで吟味

して使用しています。 

Ａ 

保育幼稚

園課 

学 校 給 食

で の 守 山

の 伝 統 野

菜 や 守 山

産 農 産 物

の利用 

学校給食には、滋

賀県が認 証する 環

境こだわ り農産 物

である米を 100％使

用し、野菜について

も顔が見え、話がで

きる生産 者など に

より生産 された 新

鮮で安全 な食材 と

して地場 産物の 利

用を進めます。 

滋賀県が認証する市内産環

境こだわり米を 100％使用して

います。伝統野菜や守山市産農

産物を使った献立を設け、積極

的に学校給食に地場産物を取

り入れています。給食時間に、

生産者へのインタビューを動

画で紹介するなどして、子ども

たちに地域の農業について、興

味関心を持てるように取り組

んでいます。 

Ａ 

保健給食

課 

物 資 選 定

委 員 会 に

よ る 給 食

食 材 の 選

定 

学校給食で安全・

安心な食 を提供 す

るため、平成 19 年

度から物 資選定 委

員会を開催し、食材

を選定します。 

令和元年度までは、物資選定

委員会で、保護者や教員の意見

を取り入れて、給食の食材を選

定することができていました。

令和２、３年度は、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防

Ｂ 

保健給食

課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

止のために栄養教諭・学校栄養

職員の意見を伺う中、食材を選

定しています。 

 

ケ 安全・安心な食を選択する能力の育成 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

家 庭 科 の

授 業 を 通

した啓発 

家 庭 科 の 授 業 を

通して、食物の品質

および安 全性な ど

について 自ら判 断

できる能 力を身 に

付けるこ とがで き

るよう指導します。 

家庭科の授業を通して、食品

に関する表示の見方や正しい

食品の選び方・保存の方法、食

中毒予防、地産地消について学

び、自ら判断できる能力を身に

付けられるよう指導していま

す。 

Ｂ 

学校教育

課 

健 康 推 進

員 養 成 講

座 を 活 用

した啓発 

食 品 に 含 ま れ て

いる材料や添加物、

栄養含有量など、食

品購入の 際の消 費

者情報の 見方を 健

康推進員 養成講 座

で伝達し、地域活動

を通じて 広く啓 発

すること に努め ま

す。 

健康推進員養成講座受講生

に対し、食品に含まれている材

料や添加物、栄養含有量など、

食品購入の際の消費者情報の

見方を講義において学習する

機会をもつことができていま

す。 

Ｂ 

すこやか

生活課 

 

コ 安全で安心な農産物の生産推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

環 境 保 全

型 農 業 の

普及啓発 

エ コ フ ァ ー マ ー

認定制度や、環境こ

だわり農 産物認 証

制度を活用し、地域

農産物の 付加価 値

の向上を図り、直売

所と連携しながら、

農業者が 農産物 の

流通・販路の拡大や

消費者の 信頼を 得

るための 仕組み を

推進します。エコフ

ァーマー 認定制 度

や環境こ だわり 農

産物認証 制度に 対

する生産 者の理 解

と取組の 拡大を 図

るため、制度の啓発

活動を行います。 

環境保全型農業直接支払交

付金の交付に向けて、確認事務

等に取り組んでいます。 

Ａ 

農政課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

Ｇ Ａ Ｐ の

徹底 

ＧＡＰ（適正農業

規範）に基づき、生

産者側に おける 栽

培管理を徹底し、消

費者によ り一層 安

心して食 してい た

だくため の制度 を

推進します。 

環境保全型農業直接支払交

付金の交付要件に位置付けら

れており、ＧＡＰへの取組が拡

大しています。 
Ａ 

農政課 

 

サ 安全・安心な農産物の普及 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

環 境 保 全

型 農 業 の

普 及 啓 発

（再掲） 

環 境 と 調 和 し た

農業を推 進する と

ともに、減農薬や減

化学肥料により、消

費者に安全・安心な

農産物（環境こだわ

り農産物）を普及す

るように 取り組 み

ます。 

環境保全型農業直接支払交

付金の交付に向けて、確認事務

等に取り組んでいます。 

Ａ 

農政課 

 

シ 環境に配慮した食に関する啓発 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

食 農 教 育

の推進 

産 官 学 が 連 携 し

た「もりやま食のま

ちづくり プロジ ェ

クト」により、学校

給食や農 業体験 学

習を通じて、農業へ

の関心を高め、食と

農の大切 さや食 の

安全性の理解、地産

地消を通 じた食 料

自給率や 環境配 慮

の向上へ の寄与 な

ど、将来の地域を担

う子ども たちへ の

食育（食農教育）を

推進します。 

体験教室は、実施民間事業者

への協力（生産農家紹介等）を

いたしました。また、学校給食

への市内ブランド産品を採用

いただくことができています。 

Ｃ 

農政課 
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ス 環境に配慮した食材の選択 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

学 校 給 食

での「環境

こ だ わ り

農 産 物 の

守山産米」

の 100％使

用 

学校給食には、環

境こだわ り農産 物

の守山産米を 100％

使用する ことに よ

り、環境に配慮した

給食を実施します。 

米飯については、滋賀県が認

証する市内産環境こだわり米

を 100％使用することができて

います。 Ａ 

保健給食

課 

守 山 市 産

食 材 を 利

用 し た 園

給 食 の 提

供 

給食に、地場産物

を積極的 に活用 す

ることで、食材の輸

送による CO2 排出量

の削減に 貢献し ま

す。 

できる限り地元食材を園給

食に取り入れられるよう、納入

業者へ協力を依頼し積極的に

活用しています。 
Ａ 

保育幼稚

園課 

守 山 産 農

産 物 の 積

極 的 な 活

用 

給食に、地場産物

を積極的 に活用 す

ることで、食材の輸

送による CO2 排出量

の削減に 貢献し ま

す。 

学校給食の物資の入札にお

いて、市内産・県内産の食材を

優先的に取り入れるようにし

た。また、「守山の日」「滋賀

の日」を毎月１回以上行い、地

場産物を積極的に活用してい

ます。 

Ａ 

保健給食

課 

 

 

 

セ 環境保全型農業の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

エ コ フ ァ

ー マ ー 認

定 制 度 等

の啓発 

エ コ フ ァ ー マ ー

認定制度や、環境こ

だわり農 産物認 証

制度を活用し、地域

農産物の 付加価 値

の向上を図り、直売

所と連携しながら、

農業者が 農産物 の

流通・販路の拡大や

消費者の 信頼を 得

るための 仕組み を

推進します。 

エ コ フ ァ ー マ ー

認定制度 や環境 こ

だわり農 産物認 証

制度に対 する生 産

者の理解 と取組 の

拡大を図るため、制

度の啓発 活動を 行

います。 

農業関係者等が集まる会議

等において、エコファーマー認

定制度や環境こだわり農産物

認定制度を周知するとともに、

環境保全型農業直接支払交付

金の交付に向けて、確認事務等

に取り組んでいます。 

Ａ 

農政課 
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取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

環 境 に や

さ し い 農

業 生 産 方

式の推進 

環 境 を 保 全 し つ

つ生産性 の高い 安

全で安心 な農産 物

を供給するために、

たい肥な どの施 用

技術・化学肥料低減

技術・化学農薬低減

技術の導 入を促 進

し、環境にやさしい

農業生産 方式を 推

進します。 

農業者が環境保全型農業直

接支払交付金および守山市環

境こだわり農産物育成事業補

助金を活用し、環境にやさしい

農業生産の取組を行っていま

す。 Ａ 

農政課 

 

 

ソ 生ごみの削減の推進 

取組名 取組 取組実績（R1-R3） 評価 所管課 

段 ボ ー ル

コ ン ポ ス

ト 実 践 講

習 会 の 開

催 

家 庭 か ら 出 る 生

ごみの排 出抑制 の

ため、生ごみ処理器

購入の助 成を実 施

するとともに、段ボ

ールコン ポスト 実

践講習会を開催し、

生ごみの たい肥 化

を推進します。 

守山市の家庭から出る焼却

ごみのうち約４割が生ごみで

あり、講習会を通しダンボール

コンポストでリサイクルによ

る資源循環活用を普及啓発し

ています。読売新聞にて、令和

３年度講習会参加者による記

事が、取り上げられました。 

Ａ 

ごみ減

量推進

課 

食 品 ロ ス

削 減 に 向

けた取組 

食 品 ロ ス 削 減 に

向けて、可能な限り

食材を使 いきる エ

コレシピ集を作成、

周知する。 

住民説明会にて、守山市の食

品ロスの現状や食品ロスの削

減の取組として、エコレシピの

紹介、3010 運動およびフードド

ライブの推進などを 64 自治会

に啓発しています。 

食品ロスに関して、ごみ・資

源物収集カレンダーやホーム

ページ、広報啓発チラシ「ごみ

NOW」への掲載、YouTube で動画

の配信等で普及啓発をしてい

ます。 

Ａ 

ごみ減

量推進

課 

 


